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人口 対象者 回収数 回収率 人口 対象者 回収数 回収率 人口 対象者 回収数 回収率
（人） （人） （人） （％） （人） （人） （人） （％） （人） （人） （人） （％）

菊池地域 25,287 1,000 345 34.5 13,212 500 210 42.0 12,075 500 134 26.8

七城地域 5,494 200 79 39.5 2,864 100 47 47.0 2,630 100 30 30.0

旭志地域 4,914 200 72 36.0 2,510 100 41 41.0 2,404 100 31 31.0

泗水地域 14,893 600 199 33.2 7,711 300 114 38.0 7,182 300 85 28.3

無回答 - - 14 - - - 2 - - - 1 -

全体 50,588 2,000 709 35.5 26,297 1,000 414 41.4 24,291 1,000 281 28.1

女　性 男　性全　体

Ⅰ．調査概要 

 １．調査目的                       

「第３次菊池市男女共同参画計画」策定の基礎資料とするため実施しました。 

 ２．調査方法                       

一般市民調査は、郵送による配付・回収を行いました。 

中学生調査は、学校に配付・回収を依頼しました。 

 ３．調査期間                       

一般市民：平成 26 年６月２日(月)から平成 26 年８月 11 日(月) 

中 学 生：平成 26 年６月２日(月)から平成 26 年９月 19 日(金) 

 ４．調査対象と回収結果                    

一般市民調査は、市内に在住の 20 歳以上 75 歳未満の 2000 名を層化２段抽出法にて抽

出を行いました。 

中学生調査は、市内中学３年生 293 名から協力を得ました。 

一般市民の回収結果は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 ５．集計分析上の注意事項                 

・回答は、各質問の回答者数（Ｎ）を基準とした百分率（％）で示します。 

・集計は小数点第二位以下を四捨五入しているため、回答比率の合計は必ずしも 100.0％

にならない場合があります。 

・回答が複数になる場合、その回答比率の合計は原則として 100.0％を超えます。 

・表、グラフに示す選択肢は文言を短縮または簡略して表記している場合があります。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

地域活動・社会の場

政治・政策決定の場

法律や制度上

社会通念・慣習等

H26年全体（N=709）

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

Ⅱ．総評  

 １．回答者の基本属性等（Ｐ12～15）               

一般回答者の性別は「女性」が 58.4％、「男性」が 39.6％となっています。年齢は 60 歳以

上が 46.2％と年齢層の高い人の回答が多くなっています。回答者の居住地域は人口比率とほ

ぼ同じ、「菊池地域」が 48.7％、「泗水地域」が 28.1％、「七城地域」が 11.1％、「旭志地域」

が 10.2％となっています。 

 ２．男女平等に関する考え方について（Ｐ16～23）         

男女平等の認識について、「学校教育の場」では半数以上の人が平等と感じています。一方、

「政治・政策決定の場」や「社会通念・慣習等」の昔からある習慣に基づく分野で不平等感

が強くなっています。 

男性は『男女が平等』、女性は『不平等』と感じている男女間の意識のずれを解消すること

は今後の重要な課題となります。 

１）各分野における男女平等の認識（一般市民：Ｐ16～22、中学生：Ｐ57～61） 

“男性優遇”（「男性の方が非常に優遇」「どちらかといえば男性の方が優遇」を合わせた

回答、以下同じ。）と感じている割合が高かった項目は、「政治・政策決定の場」（67.4％）、

「社会通念・慣習等」（64.1％）、「家庭生活」（53.0％）、「地域活動・社会の場」（50.5％）、

「職場」（47.3％）となっています。一方、男女が平等と感じている割合が高かった項目は、

「学校教育の場」（55.1％）、「法律や制度の上」（40.3％）となっています。また、“女性優

遇” （「女性の方が非常に優遇」「どちらかといえば女性の方が優遇」を合わせた回答、以

下同じ。）と感じている人は少ないことが分かります。また、全ての項目において、男性は

女性に比べ「平等」と捉えている割合が高くなっています。 

一般市民と中学生の回答を比較すると、全ての項目において「平等」の割合が中学生の

方が高くなっており、一般市民に比べて男女平等の認識が高いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各分野における男女平等の認識】 
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学校教育
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地域活動・
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政治・政策

決定の場

法律や

制度上

社会通念・

慣習等

選択肢が異なるため単純な比較はできないものの、前回調査と比較すると、総じて「平

等」と感じている割合は低下していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女で比較すると、特に「家庭生活」「地域活動・社会の場」「政治・政策決定の場」「法

律や制度の上」の項目で男女の意識に差があり、男性に比べ女性の方が“男性優遇”と感

じている人の割合が高くなっています。また、全ての項目において、男性は女性に比べ「平

等」と捉えている割合が高くなっています。 

「家庭生活」での男女差は、実際に家事・育児の負担の多くが女性にかかっていること

や、反対に男性にその認識が不十分であることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各分野における男女平等の認識（H21 年調査）】

【各分野における男女平等の認識/性別】 

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答
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28.4 

4.4 

35.0 
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33.7 
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1.0 
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3.1 

1.0 
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19.8 
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4.9 
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5.8 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭生活

職場

学校教育の場

地域活動・社会の場

政治・政策決定の場

法律や制度上

社会通念・慣習等

H21 年全体（N=777） 男性優遇 平等 かなり平等 女性優遇 わからない -無回答
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２）男女があらゆる分野で平等になるために重要なこと（P23） 

男女があらゆる分野でより平等になるためには、何が最も重要かについては、「女性を取

り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること」の割合が最も高く

なっています。年齢階層が上がるにつれて、「わからない」の割合が増えていることから、

長期的な意識改革をしていく必要があります。 

 

 ３．家庭生活の役割分担について（Ｐ24～30）           

性別によって役割を分担するという考えに反対である人が増えているものの、実際には、

家事、日々の家計の管理、育児、介護といった家庭生活では主に女性が分担しているという

割合が多くを占めており、家庭生活において女性の負担が大きいことが分かります。 

１）性別による役割分担の意識（Ｐ24） 

「男は仕事、女は家庭」など性別によって役割を固定する考え方については、“反対”（「ど

ちらかと言えば反対する」「反対する」を合わせた回答、以下同じ。）の割合が６割を占めて

います。また、年齢階層が上がるにつれて、「どちらかと言えば賛成する」の割合が増えて

おり、年齢層によって考え方が違っていることから、役割分担意識が残っていると言えます。 

前回調査と比較すると、“反対”が全体で 8.2％上がっています。“反対”としている回

答は、男性は前回調査より 9.7％増えているものの、女性（62.8％）と男性（54.8％）に

8.0％の開きがみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別によって男女の役割を固定する考え方】 

【性別によって男女の役割を固定する考え方（H21 年調査）】 

賛成する どちらかと言えば賛成する どちらかと言えば反対する

反対する わからない -無回答

3.8 

2.7 

5.7 

27.9 

24.9 

32.0 

32.4 

34.5 

29.5 

27.1 

28.3 

25.3 

7.1 

7.7 

6.4 

1.7 

1.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26年全体
(N=709)

H26年女性
(n=414)

H26年男性
(n=281)

性
別性 

別

6.8 

5.4 

7.9 

36.2 

31.5 

41.6 

28.4 

32.3 

24.1 

22.9 

25.2 

21.0 

5.7 

5.6 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年全体
(N=777)

H21年女性
(n=409)

H21年男性
(n=353)

性
別

※H21年調査の選択肢に「わからない」なし
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62.0 

1.5 

10.0 

49.5 

0.6 

4.4 

5.4 

83.1 

67.9 

17.2 

74.4 

52.3 

29.2 

10.6 

18.9 

24.8 

21.1 

21.1 

0.8 

2.5 

0.3 

1.5 

1.3 

4.4 

0.7 

0.3 

0.8 

4.1 

2.6 

17.8 

1.9 

1.9 

2.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家計を支える

炊事・掃除・洗濯などの家事

日々の家計の管理

自治会・町内会などの地域活動

育児

(経験者のみN=540）

介護

(経験者のみN=365）

全体（N=592）
主として夫 主として妻 夫婦で同じ程度

その他の人(親・子ども等) わからない -無回答

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」「家庭生活」を優先

「仕事」「地域・個人の生活」を優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」を優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」を優先 わからない

-無回答

２）家庭における役割分担（Ｐ25～30） 

 「家計を支える」については、夫の役割としている家庭が多く、逆に「家事」「日々の

家計の管理」「育児」「介護」については妻の役割としている家庭が多い結果となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．仕事と家庭・地域生活の両立について（Ｐ31～35）       

仕事と家庭・地域生活について、「仕事」と「家庭生活」の両立がとれている人が最も多い

ものの、現実と希望の差をみると、ワーク・ライフ・バランスの現実度は決して高くないと

言えます。 

家庭や地域活動への参画を促すためにも、家庭内での理解をはじめ、仕事と家庭の両立を

支援する体制整備や地域貢献の重要性の啓発、地域活動の情報提供などが必要とされます。 

１）仕事と家庭・地域生活の両立の希望と現状（Ｐ31,32） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家庭における役割分担】 

【仕事と家庭・地域生活の両立の希望と現状/性別】 

3.4 

23.8 

16.6 

19.0 

3.4 

3.8 

34.3 

27.2 

5.6 

4.8 

9.3 

7.3 

22.8 

8.5 

2.4 

3.7 

2.1 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(N=709)

現実
(N=709)

全
体
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18.4 

20.5 
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2.7 

3.6 

33.3 

30.7 

3.1 

3.4 

9.9 

7.7 

23.4 

6.5 

2.4 

3.1 

1.7 

1.7 

希望

(n=414)

現実
(n=414)

女
性

4.3 

31.7 

11.4 

10.3 

4.3 

4.3 

36.7 

22.1 

8.9 

7.1 

8.5 

6.8 

21.4 

11.4 

2.1 

4.6 

2.5 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

希望

(n=281)

現実
(n=281)

男
性

全 

体

女 

性

男 

性 

※育児・介護は経験者のみの回答項目であるため、無回答者を未経験者として扱い除いて集計している。
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生活を送るうえでの「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度について、「仕事」

を優先（希望 3.4％、現実 23.8％）は現実が希望よりも 20.4％も高く、最も差が大きくな

っています。また、「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の両立（希望 22.8％、現実

8.5％）は現実が希望を 14.3％下回っています。 

女性をみると、「仕事」「家庭生活」を両立したいという希望が最も多く、現実も「仕事」

「家庭生活」を両立しているという回答が最も多くなっています。ただし、「仕事」を優先

（希望 2.9％、現実 18.4％）は現実が希望を 15.5％、「家庭」を優先（希望 20.5％、現実

24.9％）は現実が希望を 4.4％上回っているのに比べて、「仕事」「家庭生活」「地域・個人

の生活」の両立（希望 23.4％、現実 6.5％）は現実が希望を 16.9％下回っていることから、

理想と現実にずれが生じていることが分かります。 

男性でも、「仕事」と「家庭生活」を両立したいという希望が強いものの、現実では「仕

事」を優先している人が多い結果となっています。 

２）男女の家庭や地域などへの社会参加（Ｐ33～35） 

男女が家庭や地域活動などに参画するために必要なこととして、男女ともに「夫婦や家

族間でのコミュニケーションを大切にすること」が最も多く、夫婦間で家事などの分担を

するよう十分に話し合うことを重要視しています。女性と男性で意見に差がみられたのは、

「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」（女性55.1％、

男性 40.2％）、「年配者や周りの人が、夫婦間・家族間の役割分担について、本人たちの考

え方を尊重すること」（女性 43.7％、男性 28.1％）となっており、男性や周囲が理解を深

めることについて女性の方が重要視していることが分かります。 

「多様な働き方・生き方が選択できる社会」の変化については、「変わらない」が約半数

を占める結果となっています。“良くなった”（「どちらかといえば良くなった」を合わせた

回答）と感じている人は年齢層が高い程多くなっていることに対し、「20 歳代」が“悪く

なった”（「どちらかといえば悪くなった」を合わせた回答）と、「わからない」の回答が最

も高い割合であることから、若い世代への意識啓発と「多様な働き方・生き方が選択でき

る社会」へ向けた社会基盤づくりが必要とされます。 

地域活動などの参加状況は、回答者の約半数が参加していない状況となっています。 

 ５．出生率低下について（Ｐ36）                

出生率低下については、結婚しないという選択をしている人が増加していることや経済的負

担、女性が働きながら子どもを育てる条件が整っていないなどの理由が多く挙がっています。 

出生率低下の要因は、「結婚しない人が増えているから」（49.8％）という社会的問題や、

「子育てにお金がかかるから」（49.4％）の経済的な理由がある一方で、「女性も男性も働き

ながら子どもを育てる条件が整っていないから」（46.0％）の理由も多く挙げられています。

また、「結婚しても、子どもは欲しくないと考える人が増えたから」（7.2％）の理由が比較

的少ないことからも、子どもを持つことに対する価値観の変化よりも子育てするにあたって

の条件や環境整備の方が出生率の低下要因であると考える人が多いことが分かります。 
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女性は職業を

持たない

ほうがよい

結婚するまでは

職業を持つ

ほうがよい

子どもができる

までは、職業を

持つほうがよい

子どもができても、

ずっと職業を持ち

続けるほうがよい

子どもができたら

職業をいったんやめ、

大きくなったら再び

職業を持つほうがよい

その他 わからない

□ 無回答

 ６．女性の社会参画について（Ｐ37,38）             

回答者の大半が政策の場で女性の意見がもっと反映されることに肯定的であるものの、実際

には女性の参画が少ない現状にあり、その理由として、女性自身の能力や積極性の問題よりも、

男性優位の組織運営や性別による役割分担の意識が根強いことなどに問題があると考えられ

ています。 

全体の約８割が政策の場で女性の意見がもっと反映されるようになることに肯定的な考

えを持っています。女性の参画が少ない原因としては、「男性優位の組織運営がなされてい

るため」（68.0％）が最も多く挙げられています。男女の意見に差があった回答としては、

「家庭の支援、協力が得られないため」（女性 37.0％、男性 25.0％）で、男性の方が家庭

環境の問題を比較的重要視されていないことがうかがえます。 

 ７．女性が職業を持つことについて（Ｐ39）            

女性の職業に対する意識に男女差は残っているものの、女性が職業を継続的に持つことに肯定的な

考えは広がってきています。継続的な就業を支える条件の充実を図ることも意識の基盤となることが

考えられます。 

女性が職業を継続または中断・再就職することに賛成という回答が８割以上を占めてお

り、女性は職業を持たない、あるいは結婚や出産を機に離職する方がよいという考えは少

数意見となっています。ただし、女性に比べて男性の方が結婚や出産を機に離職する方が

よいという考えが多くなっていることら、女性への職業に対する意識の差は残っています。 

前回調査と比較すると、「子どもができても、ずっと職業を持ち続けるほうがよい」が全

体で 11.9％増えており、「子どもができたら職業をいったんやめ、大きくなったら再び職

業を持つほうがよい」は逆に 2.8％減少しています。職業を中断・再就職する考えから職

業を継続する方がよいという考え方に推移していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女性が職業を持つことについて（H21 年調査）】 

【女性が職業を持つことについて】 

1.4 

1.0 

2.1 

1.8 

1.4 

2.5 

3.1 

2.2 

3.9 

47.7 

48.1 

46.6 

35.4 

36.0 

34.9 

5.4 

6.0 

4.6 

3.7 

3.9 

3.6 

1.6 

1.4 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26年全体
(N=777)

H26年女性
(n=409)

H26年男性
(n=353)

性
別性 

別

1.7 

1.2 

2.3 

4.2 

3.7 

5.1 

3.3 

2.2 

3.7 

35.8 

37.4 

35.1 

38.2 

38.4 

38.0 

7.2 

7.8 

6.5 

6.0 

6.6 

5.4 

3.5 

2.7 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年全体
(N=777)

H21年女性
(n=409)

H21年男性
(n=353)

性
別性 

別 
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26.1 

60.8 

58.5 

38.4 

42.0 

29.9 

30.9 

35.3 

11.4 

1.6 

3.1 

9.0 

14.0 

2.0 

2.4 

7.2 

3.2 

2.3 

1.7 

6.5 

3.2 

3.5 

3.4 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の子は男らしく、

女の子は女らしく育てる

男の子も女の子も職業人として

経済的に自立できるように育てる

男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除

などの仕方を身につけさせる

男の子らしく、女の子らしくではなく、

個性に合った育て方をする

H26年全体（N=709）

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

 ８．子育て・教育について（一般市民：Ｐ40～43、中学生Ｐ66～68）         

性別に関係なく育てるという考え方が増えている一方で、「男の子は男らしく、女の子は女

らしく育てる」という考え方も根強く残っています。差別意識を持たない子どもを育てるた

めにも、親自身の性差別意識を取り除くことが重要となっています。 

「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる」という男女を区別する意識は根強く残っ

ており、全体の 68.1％の支持があります。一方、「男の子も女の子も職業人として経済的に

自立できるように育てる」「男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除などの仕方を身につけさせる」

といった、性別に関係なく育てる考え方にはそれぞれ約９割が肯定的に捉えています。 

前回調査と比較すると、「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる」という考え方を

支持している割合に変化はみられないものの、「そう思わない」（「どちらかといえばそう思

わない」を合わせた回答）に 11.1％の増加がみられます。また、その他の項目の性別に関

係なく育てるという考え方については、総じて、肯定的な回答が増えていることから、性

別に関わらず個性と能力を活かした育て方へと意識が変わりつつあることがうかがえます。 

一般市民と中学生の回答を比較すると、「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる」

という考え方を支持する割合に差はみられないものの、その他の項目の性別に関係なく育

てるという考え方については、一般市民の方が肯定的な意識が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの育て方】 

【子どもの育て方（H21 年調査）】 

37.1 

57.4 

50.8 

38.4 

30.1 

24.8 

32.4 

28.6 

8.6 

1.5 

1.2 

8.0 

5.7 

0.1 

0.4 

3.3 

8.6 

3.2 

2.7 

8.8 

9.9 

12.9 

12.5 

13.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男の子は男らしく、

女の子は女らしく育てる

男の子も女の子も職業人として

経済的に自立できるように育てる

男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除

などの仕方を身につけさせる

男の子らしく、女の子らしくではなく、

個性に合った育て方をする

H21 年全体（N=777）
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そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

19.6 

62.1 

65.0 

43.5 

43.0 

30.0 

27.3 

32.9 

12.6 

1.4 

2.2 

8.2 

16.7 

1.0 

0.7 

5.3 

3.9 

1.7 

1.0 

6.0 

4.3 

3.9 

3.9 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（n=414）

男の子は男らしく、

女の子は女らしく育てる

男の子も女の子も

職業人として経済的に

自立できるように育てる

男の子も女の子も炊事、

洗濯、掃除などの仕方を

身につけさせる

男の子らしく、

女の子らしくではなく、

個性に合った育て方をする

35.9 

58.0 

48.4 

31.3 

40.9 

31.0 

37.0 

37.7 

9.3 

1.8 

4.6 

10.7 

10.3 

3.2 

4.6 

10.0 

2.1 

3.2 

2.8 

7.1 

1.4 

2.8 

2.5 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性（n=281）

男女で比較すると、特に「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる」の項目で男女の

考え方の差が顕著にみられ、「そう思う」が男性 35.9％であるのに対し、女性は 19.6％に

留まっています。また、その他の項目の性別に関係なく育てるという考え方については、

女性の方が肯定的な回答が多くみられ、全体的に男性の方が性別を分けた育て方への意識

が強いことがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９．配偶者からの暴力について（Ｐ44～46）             

DV についての認知度は進みつつありますが、熟知しているとは言えない状況となっていま

す。恋人や配偶者間の暴力に対する啓発活動を行い、DV 防止を図る必要があります。DV が人

権侵害であるという意識が薄いことや被害者の自己否定感などが、相談を妨げる要因となっ

ていることが考えられるため、人権侵害としての DV の認識を深めることも重要となります。 

暴力についての相談体制の周知徹底を行い、被害者が安心して生活できるような環境を確

保することも必要です。 

｢配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律｣（DV（ドメスティックバイオレンス）

防止法）について、名前は聞いたことがあるという回答は68.3％を占めていますが、法律の内容ま

で知っているという人は21.2％に留まっていることから、一層の周知・啓発が必要とされます。 

前回調査と比較すると、「法律の内容まで知っている」は 2.0％、「名前は聞いたことあるが

内容は知らない」9.7％上がっており、認知度は上昇しています。 

実際に DV を受けた内容としては、言葉の暴力などの精神的な暴力の他に、身体的な暴力を受け

たと回答した女性は12.6％にも及んでいます。暴力を受けた項目の多くで女性の回答が上回ってお

り、恋人や配偶者からの暴力は女性の被害が圧倒的に多いことが分かります。 

DVを受けた又は見聞きした後の対応としては、「何もしなかった」という消極的な対応が最も多

かったものの、知人・友人（23.5％）、親族（20.2％）、行政機関（15.6％）への相談が多く挙がっ

ています。 

【子どもの育て方/性別】 
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21.2  68.3  8.6  2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H26年全体
(N=709)

法律の内容まで

知っている

名前は聞いたことあるが

内容は知らない

知らない 系列4無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０．防災の分野における男女共同参画について（Ｐ47）      

昨今、自然災害による被害が多くなってきているため、弱者が安全を確保できる場所への

誘導に関心が高まっているようにみえます。また、災害に対する認識を改める必要があると

いう回答が多くなっていることから、災害について考える機会を設けることも不可欠です。

その上で、安全を確保できる場所への避難場所への誘導、男女の違いを考慮に入れた避難施

設の設置や整備を考えていく必要があります。 

 １１．農山漁村の分野における男女共同参画について（Ｐ48）   

活力ある農山漁村の実現のために必要な男女共同参画については、大半の回答者が「休日の確保、

重労働の解消といった就業環境の改善により、男女ともが家庭生活以外の活動に参加しやすい環境

をつくっていくこと」が必要と考えています。また、農山漁村の分野で男女が対等に活躍できて

いないと捉えている男性が多いことから、背景に農山漁村に残る固定的性差別の存在がうかがえ

ます。その影響で女性の積極性が表面に出ていないことも考えられるため、根強く残る古い

因習等を見直すためにも、長期的な意識の啓発が必要とされます。 

 １２．男女共同参画社会の推進について（Ｐ49～55）        

男女共同参画社会の実現のために、菊池市は「仕事と家庭・地域生活を両立できるための

支援」に力を入れることが最も多く求められています。 

男女共同参画に関連する言葉では、「ドメスティック・バイオレンス（DV）」「セクシュアル・

ハラスメント」が用語の内容も含め熟知されています。市の施策や関連用語については一層の

周知が必要です。 

男女共同参画に関連する言葉では、メディア等で取り上げられることの多かった「ドメス

ティック・バイオレンス（DV）」「セクシュアル・ハラスメント」「男女雇用機会均等法」「男

女共同参画社会基本法」についての認知度は比較的高くなっている一方で、「ポジティブ・ア

クション」「Ｍ字カーブ」の認知度は低くなっています。また、市の施策や関連用語である「菊

池市男女共同参画計画推進条例」「男女共同参画専門委員相談」「女性相談員」について「知ってい

る」が１割を満たしていないことから、市の広報等がより一層必要となります。 

【DV（ドメスティックバイオレンス）防止法の認知度】 

【DV（ドメスティックバイオレンス）防止法の認知度（H21 年調査）】 

19.2  58.6  16.5  5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年全体
(N=777)
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23.6 

14.1 

74.9

76.9

56.0

19.3

8.5 

9.7 

4.7

8.6

6.6

3.8 

47.1 

16.4 

15.7

13.3

27.8

32.3

33.6 

34.0 

22.6

23.7

18.1

12.8 

23.6 

62.5 

4.4

5.1

10.7

42.3

52.3 

50.4 

66.4

61.6

68.7

77.4 

5.8 

7.1 

5.1

4.8

5.5

6.1

5.6 

5.9 

6.3

6.1

6.6

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「男女共同参画社会基本法」

「ジェンダー」

「ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ(DV)」

「ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ」

「男女雇用機会均等法」

「ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ」

「菊池市男女共同参画推進条例」

「菊池市男女共同参画計画」

「男女共同参画専門委員相談」

「女性相談員」

「ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ･ｱｸｼｮﾝ」

「Ｍ字カーブ」

H24年全体（N=709） 知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

前回調査と比較すると、「知っている」「聞いたことがある」を合わせた回答に差がみられ

た用語は、「ドメスティック・バイオレンス（DV）」10.1％上昇、「ジェンダー」13.4％低下、

となっています。 

 
【男女共同参画用語の認知度】 

【男女共同参画用語の認知度（H21 年調査）】 

27.8 

19.7 

66.3 

77.9 

54.1 

18.4 

10.7 

6.4 

6.7 

41.6 

24.2 

14.2 

11.8 

26.1 

37.1 

28.1 

19.3 

20.2 

25.9 

48.0 

12.0 

4.8 

13.5 

37.1 

55.1 

68.2 

67.4 

4.8 

8.1 

7.6 

5.5 

6.3 

7.5 

6.2 

6.0 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「男女共同参画社会基本法」

「ジェンダー」

「ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ(DV)」

「ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ」

「男女雇用機会均等法」

「ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ」

「菊池市男女共同参画推進条例」

「男女共同参画専門委員相談

（旧男女共同参画苦情相談）」

「女性相談員」

H21年全体（N=777） 知っている 聞いたことがある 知らない -無回答
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20歳代

7.3%

30歳代

11.7%

40歳代

14.2%

50歳代

18.9%

60歳代

31.7%

70歳以上

14.5%

無回答 1.6%

N=709

女性

58.4%

男性

39.6%

無回答 2.0%

N=709

会社員・団体職員・

公務員・教員

31.7%

会社経営・自由業・

自営業・家業

12.8%
農林業

8.9%

専業主婦・

専業主夫

11.3%

パート・

アルバイト

13.4%

学生

0.6%

無職

15.5%

その他 3.8%

無回答 2.0%

N=709

Ⅲ．一般市民に対する調査結果 

 １．回答者の基本属性等                   

 問１．あなたの性別を教えてください。（単数回答） 

● 性別についてたずねたところ、「女

性」が 58.4％、「男性」が 39.6％

となっており、女性の方が多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 問２．あなたの満年齢を教えてください。（単数回答） 

● 年齢についてたずねたところ、「60

歳代」（31.7％）の割合が最も高く、

次いで「50 歳代」（18.9％）、「70

歳代」（14.5％）、「40 歳代」

（14.2％）と続いており、年齢の

高い回答者が比較的多くなってい

ます。 

 

 

 

 問３．あなたのご職業は何ですか。（単数回答） 

● 職業についてたずねたところ、「会

社員・団体職員・公務員・教員」

（31.7％）の割合が最も高く、次

いで「無職」（15.5％）、「パート・

アルバイト」(13.4％)、「会社経

営・自由業・自営業・家業」（12.8％）

と続いています。 

【性別】 

【年齢】 

【職業】 
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 問４．あなたは結婚していますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 婚姻状況についてたずねたところ、全体の 83.5％が「既婚（事実婚・離死別を含む）」

と回答しています。 

● 年代別にみると、「20 歳代」が「未婚」の割合が高く、年齢階層が上がるに従って「既

婚（事実婚・離死別を含む）」の割合が高くなっています。 

【婚姻状況/性・年代別】 

14.0 

12.1 

17.4 

78.8 

24.1 

12.9 

10.4 

4.4 

0.0 

83.5 

86.7 

81.5 

21.2 

75.9 

87.1 

88.8 

94.2 

95.1 

2.5 

1.2 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.7 

1.3 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別
未婚 既婚(事実婚・離死別含む) 無回答無回答

無回答

性 

別 

年 

齢 

別
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 問５．（問４．「既婚」回答者のみ） 

就労状況（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 就労状況についてたずねたところ、「２人ともフルタイムで働いている」（25.3％）の割

合が最も高く、次いで「夫のみ働いている」（19.3％）、「１人はフルタイム、１人はパー

トタイムで働いている」（18.9％）、「２人とも働いていない」（13.5％）と続いています。 

【就労状況/性・年代別】 

25.3

28.1

21.4

45.5

30.2

38.6

35.3

19.8

8.2

18.9

18.9

19.2

9.1

34.9

33.0

26.1

12.7

2.0

3.2

2.8

3.9

0.0

1.6

1.1

5.0

4.2

2.0

19.3

16.4

23.6

45.5

23.8

20.5

16.8

23.1

7.1

6.3

7.8

3.5

1.6

1.1

7.6

9.9

5.1

7.1

9.2

3.9

4.8

1.1

7.6

6.6

15.3

13.5

11.4

16.6

0.0

0.8

15.6

46.9

6.4

5.3

7.9

0.0

3.2

4.5

0.8

8.0

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=592)

女性
(n=359)

男性

(n=229)

20歳代
(n=11)

30歳代
(n=63)

40歳代
(n=88)

50歳代
(n=119)

60歳代
(n=212)

70歳以上
(n=98)

性
別

年
齢

別

２人ともフルタイム １人はフルタイム、

１人はパートタイム

２人ともパートタイム 夫のみ働いている

妻のみ働いている その他 ２人とも働いていない -無回答

性 

別

年 

齢 

別
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7.1 

7.5 

6.4 

7.7 

1.2 

2.0 

5.2 

10.2 

11.7 

22.3 

20.5 

25.3 

7.7 

7.2 

6.9 

17.2 

32.0 

44.7 

45.4 

46.1 

46.6 

48.1 

63.9 

57.4 

59.0 

36.4 

24.3 

18.9 

21.0 

16.4 

28.8 

19.3 

29.7 

14.2 

16.4 

16.5 

4.2 

4.3 

4.3 

5.8 

8.4 

4.0 

3.7 

4.0 

1.9 

2.1 

0.5 

1.1 

1.9 

0.0 

0.0 

0.7 

0.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

１人世帯（1人暮らし） １世代世帯（夫婦のみ） ２世代世帯（親と子）

３世代世帯（親と子と孫） その他の世帯 -無回答

性 

別 

年 

齢 

別

回答者

(人) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％) (人) (％)

709 345 48.7 79 11.1 72 10.2 199 28.1 14 2.0

女性 414 210 50.7 47 11.4 41 9.9 114 27.5 2 0.5

男性 281 134 47.7 30 10.7 31 11.0 85 30.2 1 0.4

無回答菊池地域 七城地域 旭志地域 泗水地域

全体

性別

 問６．あなたの家族構成について教えてください。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 家族構成についてたずねたところ、「２世代世帯（親と子）」（45.4％）の割合が最も高く、

次いで「１世代世帯（夫婦）」（22.3％）、「３世代世帯（親と子と孫）」（18.9％）となっ

ています。 

 

 

 問７．あなたの住んでいるところを教えてください。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

【家族構成/性・年代別】 

■ 居住地域/性・年代別 
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10.7 

8.5 

41.2 

34.7 

35.3 

47.0 

5.6 

6.1 

1.0 

1.3 

3.6 

2.3 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

熊本県調査H21年
(N=1368)

全国調査H24年
(N=3033)

※全国調査の選択肢に「無回答」なし

 ２．男女平等に関する考え方について                 

 問８ 社会のいろいろな面において男女は平等になっていると思いますか。（単数回答） 

 ア．家庭生活では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 家庭生活で男女平等になっているかたずねたところ、「どちらかといえば男性の方が優

遇」（43.4％）の割合が最も高く、次いで「平等」（36.2％）、「男性の方が非常に優遇」

（9.6％）となっています。 

● 男女別にみると、男性に比べて女性の方が“男性優遇”（「男性の方が非常に優遇」「どち

らかといえば男性の方が優遇」を合わせた回答、以下同じ。）と感じている人の割合が高

いことが分かります。また、「平等」という回答が男性では 47.3％を占めているのに対

して女性は 29.0％となっています。 

● 他統計結果と比較すると、「平等」と感じている人の割合が全国よりも 10.8％低くなっ

ています。 

9.6 

13.0 

5.0 

7.7 

4.8 

13.9 

9.0 

12.0 

6.8 

43.4 

48.3 

36.7 

50.0 

42.2 

33.7 

51.5 

41.3 

43.7 

36.2 

29.0 

47.3 

34.6 

36.1 

38.6 

34.3 

36.0 

39.8 

3.1 

3.4 

2.8 

3.8 

7.2 

4.0 

2.2 

2.7 

1.0 

1.0 

0.7 

1.4 

0.0 

2.4 

1.0 

0.7 

0.9 

1.0 

4.4 

3.1 

5.3 

3.8 

4.8 

6.9 

1.5 

4.4 

4.9 

2.3 

2.4 

1.4 

0.0 

2.4 

2.0 

0.7 

2.7 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

性 

別

年 

齢 

別

【家庭生活での男女平等の認識/性・年代別】 

【家庭生活での男女平等の認識（他統計調査）】 
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11.4 

15.6 

39.3 

42.1 

23.7 

28.5 

4.7 

4.2 

1.3 

0.5 

12.1 

9.2 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

熊本県調査H21年
(N=1368)

全国調査H24年
(N=3033)

※全国調査の選択肢に「無回答」なし

 イ．職場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 職場で男女平等になっているかたずねたところ、「どちらかといえば男性の方が優遇」

（37.4％）の割合が最も高く、次いで「平等」（30.6％）、「男性の方が非常に優遇」（9.9％）

となっています。 

● 男女別にみると、男性に比べて女性の方が“男性優遇”と感じている人の割合が高いこ

とが分かります。 

● 他統計結果と比較すると、“男性優遇”と感じている人の割合が全国よりも 10.4％低く

なっています。 

 

 

9.9 

12.1 

7.1 

9.6 

7.2 

13.9 

7.5 

12.4 

6.8 

37.4 

39.4 

35.2 

38.5 

36.1 

35.6 

39.6 

40.9 

30.1 

30.6 

29.0 

32.7 

32.7 

26.5 

32.7 

38.8 

28.0 

26.2 

5.8 

3.9 

8.9 

7.7 

15.7 

5.0 

4.5 

4.4 

2.9 

0.6 

0.0 

1.4 

1.9 

0.0 

1.0 

0.0 

0.9 

0.0 

9.6 

8.9 

10.0 

9.6 

9.6 

8.9 

6.0 

8.4 

16.5 

6.2 

6.8 

4.6 

0.0 

4.8 

3.0 

3.7 

4.9 

17.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別
男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

性 

別

年 

齢 

別

【職場での男女平等の認識/性・年代別】 

【職場での男女平等の認識（他統計調査）】 
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1.3 

1.2 

1.4 

1.9 

0.0 

2.0 

2.2 

0.9 

1.0 

10.3 

12.3 

7.5 

3.8 

7.2 

12.9 

6.7 

13.8 

9.7 

55.1 

52.9 

58.7 

61.5 

56.6 

59.4 

63.4 

51.1 

45.6 

3.1 

1.9 

4.6 

9.6 

3.6 

6.9 

2.2 

0.9 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

22.0 

22.7 

21.0 

23.1 

27.7 

15.8 

20.1 

23.6 

23.3 

8.2 

8.9 

6.8 

0.0 

4.8 

3.0 

5.2 

9.8 

19.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

性 

別

年 

齢 

別

2.0 

2.4 

15.4 

11.0 

50.4 

67.0 

2.0 

3.0 

0.4 

0.7 

22.8 

15.8 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

熊本県調査H21年
(N=1368)

全国調査H24年
(N=3033)

※全国調査の選択肢に「無回答」なし

 ウ．学校教育の場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 学校教育の場で男女平等になっているかたずねたところ、「平等」（55.1％）の割合が最

も高く、次いで「わからない」（22.0％）、「どちらかと言えば男性の方が優遇」（10.3％）

となっています。 

● 年代別、男女別にみても、「平等」の割合が５割前後の回答となっており、どの世代、性

別でも学校教育の場では平等と考える人が多いことが分かります。 

● 他統計結果と比較すると、「平等」と感じている人の割合が全国よりも 11.9％低く、熊

本県よりも 4.7％高くなっています。 

 

【学校教育の場での男女平等の認識/性・年代別】 

【学校教育の場での男女平等の認識（他統計調査）】 
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7.8 

11.4 

2.8 

9.6 

7.2 

9.9 

9.7 

8.0 

2.9 

42.7 

47.1 

36.7 

23.1 

34.9 

40.6 

48.5 

49.8 

39.8 

27.6 

20.0 

39.5 

25.0 

31.3 

29.7 

26.9 

26.2 

29.1 

5.4 

3.9 

6.8 

7.7 

8.4 

5.9 

7.5 

1.8 

3.9 

0.8 

0.5 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

2.2 

0.9 

1.0 

10.9 

11.6 

9.6 

34.6 

13.3 

9.9 

2.2 

9.8 

11.7 

4.8 

5.6 

3.2 

0.0 

4.8 

4.0 

3.0 

3.6 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別
男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

性 

別

年 

齢 

別

6.9  26.5  52.1  6.1 

0.9 

7.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国調査H24年
(N=3033)

※全国調査の選択肢に「無回答」なし

 エ．地域活動・社会の場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 地域活動・社会の場で男女平等になっているかたずねたところ、「どちらかといえば男性

の方が優遇」（42.7％）の割合が最も高く、次いで「平等」（27.6％）、「わからない」（10.9％）

となっています。 

● 男女別にみると、男性に比べて女性の方が“男性優遇”と感じている人の割合が高いこ

とが分かります。 

● 年代別にみると、年齢階層が上がるに従って“男性優遇”と感じている人の割合が高い

傾向にあります。 

● 他統計結果と比較すると、「平等」と感じている人の割合が全国よりも 24.5％低くなっ

ています。 

 

【地域活動・社会の場での男女平等の認識/性・年代別】 

【地域活動・社会の場での男女平等の認識（他統計調査）】 
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20.7 

30.0 

42.6 

44.0 

18.4 

18.6 

1.2 

0.9 

0.5 

0.3 

11.7 

6.3 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

熊本県調査H21年
(N=1368)

全国調査H24年
(N=3033)

※全国調査の選択肢に「無回答」なし

 オ．政治・政策決定の場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 政治・政策決定の場で男女平等になっているかたずねたところ、「どちらかといえば男性

の方が優遇」（49.1％）の割合が最も高く、次いで、「男性のほうが非常に優遇」（18.3％）、

「平等」（14.4％）となっています。 

● 男女別にみると、男性に比べて女性の方が“男性優遇”と感じている人の割合が高いこ

とが分かります。 

● 他統計結果と比較すると、“男性優遇”と感じている人の割合が全国よりも 6.6％低くな

っています。 

 

18.3 

23.2 

11.7 

23.1 

22.9 

20.8 

18.7 

16.4 

13.6 

49.1 

51.7 

45.2 

44.2 

41.0 

46.5 

56.7 

51.1 

47.6 

14.4 

7.7 

24.2 

11.5 

14.5 

11.9 

12.7 

18.2 

11.7 

1.3 

0.7 

2.1 

1.9 

0.0 

3.0 

3.7 

0.3 

0.0 

0.7 

0.0 

2.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.3 

10.1 

12.8 

19.2 

13.3 

13.9 

5.2 

10.7 

12.6 

5.4 

6.5 

3.2 

0.0 

6.0 

4.0 

3.0 

3.6 

14.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

性 

別

年 

齢 

別

【政治・政策決定の場での男女平等の認識/性・年代別】 

【政治・政策決定の場での男女平等の認識（他統計調査）】 
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7.9 

8.7 

29.1 

29.5 

35.8 

45.4 

6.2 

6.2 

0.9 

1.1 

15.6 

9.0 
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(N=1368)

全国調査H24年
(N=3033)

※全国調査の選択肢に「無回答」なし

 カ．法律や制度の上では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

● 法律や制度の上で男女平等になっているかたずねたところ、「平等」（40.3％）の割合が

最も高く、次いで「どちらかといえば男性の方が優遇」（26.7％）、「わからない」（14.4％）

となっています。 

● 男女別にみると、男性に比べて女性の方が“男性優遇”と感じている人の割合が高いこ

とが分かります。また、「平等」という回答が男性では 53.4％を占めているのに対して

女性は 30.9％となっています。 

● 他統計結果と比較すると、「平等」と感じている人の割合が全国よりも 5.1％低く、熊本

県よりも 4.5％高くなっています。 
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0.0 

4.8 

3.0 

3.7 

4.0 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別
男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

性 

別

年 

齢 

別

【法律や制度の上での男女平等の認識/性・年代別】 

【法律や制度の上での男女平等の認識（他統計調査）】 
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(N=1368)

全国調査H24年
(N=3033)

※全国調査の選択肢に「無回答」なし

 キ．社会通念・慣習等では 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 社会通念・慣習等で男女平等になっているかたずねたところ、「どちらかといえば男性の

方が優遇」（48.7％）の割合が最も高く、次いで「男性の方が非常に優遇」（15.4％）、「平

等」（14.2％）となっています。 

● 男女別にみると、男性に比べて女性の方が“男性優遇”と感じている人の割合が高いこ

とが分かります。 

● 他統計結果と比較すると、“男性優遇”と感じている人の割合が全国よりも 6.2％、熊本

県よりも 13.1％低くなっています。 
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46.5 

54.5 

52.9 

36.9 

14.2 

7.0 

24.9 

9.6 

18.1 

10.9 

11.2 

16.9 

14.6 

1.0 

1.0 

1.1 

1.9 

0.0 

1.0 

0.7 

0.9 

1.9 

0.7 

0.2 

1.4 

0.0 

1.2 

1.0 

1.5 

0.4 

0.0 

13.5 

13.0 

14.2 

15.4 

18.1 

12.9 

9.7 

10.2 

22.3 

6.5 

8.2 

3.6 

1.9 

6.0 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

性 

別

年 

齢 

別

【社会通念・慣習等での男女平等の認識/性・年代別】 

【社会通念・慣習等での男女平等の認識（他統計調査）】 
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 問９ 国の第３次男女共同参画基本計画の主な施策の中に、女性の参画の拡大がありま

すが、男女があらゆる分野でより平等になるためには、何が最も重要だと思いま

すか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男女が平等になるために重要なことについては、「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な

社会通念、慣習・しきたりを改めること」（25.4％）の割合が最も高くなっています。次

いで「女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること」（22.6％）、

「女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得したりするなど、積極的に力の向上

を図ること」（16.4％）、「政府や企業などの重要な役職に、一定の割合で女性を登用する

制度を採用・充実させること」（13.8％）と続いています。 

● 年代別にみると、他の年代に比べ「20歳代」が「女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社

会通念、慣習・しきたりを改めること」の必要性を感じている割合が高くなっています。 

【男女が平等になるために重要なこと/性・年代別】 
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20.4 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=709)

女性

(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上

(n=103)

性
別

年
齢

別

法律や制度の上での見直しを行い、性差別につながるものを改めること

女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得したりするなど、積極的に力の向上を図ること

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること

政府や企業などの重要な役職に、一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実させること

その他

わからない

-無回答

性 

別

年 
齢 
別 
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30.5 

38.7 

25.6 

27.9 

32.9 

17.2 

4.6 

3.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

熊本県調査H21年
(N=1368)

全国調査H24年
(N=3033)

※全国調査の選択肢に「無回答」なし

 ３．家庭生活の役割分担について                  

 問 10 「男は仕事、女は家庭」など性別によって役割を固定する考え方についてあなた

はどう思いますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 性別によって男女の役割を固定する考え方についてたずねたところ、「どちらかと言えば

反対する」（32.4％）の割合が最も高く、次いで「どちらかと言えば賛成する」（27.9％）、

「反対する」（27.1％）となっています。 

● 男女別にみると、「反対する」「どちらかと言えば反対する」と回答している人は、男性

（54.8％）に比べて女性（62.8％）の割合の方が高いことが分かります。 

● 年代別にみると、年齢階層が上がるに従って「どちらかと言えば賛成する」の割合が高

くなっています。 

● 他統計結果と比較すると、「反対する」「どちらかと言えば反対する」を合わせた回答が

全国よりも 14.4％高くなっています。 
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29.9 

27.6 
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14.5 
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0.0 

3.6 

1.0 

0.7 

1.3 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

賛成する どちらかと言えば賛成する どちらかと言えば反対する

反対する わからない -無回答

性 

別

年 

齢 

別

【性別によって男女の役割を固定する考え方/性・年代別】 

【性別によって男女の役割を固定する考え方（他統計調査）】 
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 問 11 （問４．「既婚」回答者のみ） 

あなたの家庭では、次にあげる家庭内の仕事を、主にどなたがしていますか。（単数回答） 

 ア．家計を支える（生活費を稼ぐ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 家計を支える（生活費を稼ぐ）のは主に誰かたずねたところ、「主として夫」が 62.0％

を占めています。次いで「夫婦で同じ程度」（29.2％）、「主として妻」（5.4％）となって

います。夫もしくは夫婦で家計を支えている家庭は、全体の 91.2％となっています。 
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24.9 
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19.0 
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27.8 
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1.1 
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2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=592)

女性
(n=359)

男性
(n=229)

20歳代
(n=11)

30歳代
(n=63)

40歳代
(n=88)

50歳代
(n=119)

60歳代
(n=209)

70歳以上
(n=98)

性
別

年
齢

別

主として夫 主として妻 夫婦で同じ程度

その他の人(親・子ども等) わからない -無回答

性 

別

年 

齢 

別

【ア．家計を支える/性・年代別】 
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 イ．炊事・掃除・洗濯などの家事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 炊事・掃除・洗濯などの家事をするのは主に誰かたずねたところ、「主として妻」が 83.1％

を占めています。次いで「夫婦で同じ程度」（10.6％）、「その他の人（親・子ども等）」

（2.5％）となっています。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=592)

女性
(n=359)

男性
(n=229)

20歳代
(n=11)

30歳代
(n=63)

40歳代
(n=88)

50歳代
(n=119)

60歳代
(n=209)

70歳以上
(n=98)

性
別

年
齢

別

主として夫 主として妻 夫婦で同じ程度

その他の人(親・子ども等) わからない -無回答

性 

別

年 

齢 

別

【イ．炊事・掃除・洗濯などの家事/性・年代別】 
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 ウ．日々の家計の管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 日々の家計の管理をするのは主に誰かたずねたところ、「主として妻」が 67.9％を占めて

います。次いで「夫婦で同じ程度」（18.9％）、「主として夫」（10.0％）となっています。 
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12.7 

0.0 
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11.5 

13.3 

67.9 

71.0 

62.9 

72.7 

66.7 

69.3 

73.1 

68.9 

58.2 

18.9 

17.8 

21.0 

18.2 

15.9 

23.9 

16.8 

16.7 

24.5 
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0.3 

0.4 
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0.5 
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1.1 
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0.5 

0.0 
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0.0 
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1.9 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=592)

女性
(n=359)

男性
(n=229)

20歳代
(n=11)

30歳代
(n=63)

40歳代
(n=88)

50歳代
(n=119)

60歳代
(n=209)

70歳以上
(n=98)

性
別

年
齢

別

主として夫 主として妻 夫婦で同じ程度

その他の人(親・子ども等) わからない -無回答

性 

別

年 

齢 

別

【ウ．日々の家計の管理/性・年代別】 
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 エ．自治会・町内会などの地域活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 自治会・町内会などの地域活動をするのは主に誰かたずねたところ、「主として夫」

（49.5％）の割合が最も高く、次いで「夫婦で同じ程度」（24.8％）、「主として妻」（17.2％）

となっています。 

● 年代別にみると、年齢の高い階層において「主として夫」の割合が高い傾向にあります。 

49.5 

44.6 

56.8 

27.3 

31.7 

46.6 

54.6 

53.1 

51.0 

17.2 

20.1 

13.1 

0.0 

23.8 

13.6 

19.3 

15.8 

19.4 

24.8 

26.2 

22.7 

36.4 

22.2 

34.1 

23.5 

23.9 

20.4 

1.5 

2.2 

0.4 

9.1 

4.8 

1.1 

1.4 

1.0 

4.1 

3.9 

4.4 

18.2 

12.7 

3.4 

0.0 
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3.1 
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9.1 
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2.5 

2.4 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=592)

女性
(n=359)

男性
(n=229)

20歳代
(n=11)

30歳代
(n=63)

40歳代
(n=88)

50歳代
(n=119)

60歳代
(n=209)

70歳以上
(n=98)

性
別

年
齢

別

主として夫 主として妻 夫婦で同じ程度

その他の人(親・子ども等) わからない -無回答

性 

別

年 

齢 

別

【エ．自治会・町内会などの地域活動/性・年代別】 
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 オ．育児（経験者のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 育児について主に誰が行っているかたずねたところ、「主として妻」が 74.4％を占めて

います。次いで「夫婦で同じ程度」（21.1％）となっています。 

● 年代別にみると、「夫婦で同じ程度」の割合が「20 歳代」で 50.0％と他の年齢階層と比

べて特に高く、年齢階層の低い年代ほど、「夫婦で同じ程度」と回答している割合が高い

傾向にあります。 
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74.4 

76.7 

70.7 

50.0 

67.8 

68.3 

82.1 

76.7 

72.6 

21.1 

19.3 

23.9 

50.0 

28.8 

26.8 

16.1 

18.0 

20.2 
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0.5 

0.0 
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0.0 
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1.2 
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1.8 

3.9 

0.0 

3.4 

2.4 

0.9 

2.6 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=592)

女性
(n=359)

男性
(n=229)

20歳代
(n=11)

30歳代
(n=63)

40歳代
(n=88)

50歳代
(n=119)

60歳代
(n=209)

70歳以上
(n=98)

性
別

年
齢

別

主として夫 主として妻 夫婦で同じ程度 その他の人(親・子ども等) -

性 

別

年 

齢 

別

【オ．育児/性・年代別】 
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 カ．介護（経験者のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 介護について主に誰が行っているかたずねたところ、「主として妻」（52.3％）の割合が最

も高く、次いで「夫婦で同じ程度」（21.1％）、「わからない」（17.8％）となっています。 

● 年代別にみると、年齢階層が上がるに従って「主として妻」の割合が高くなっています。 

4.4 

2.6 

7.6 

0.0 

0.0 

0.0 

7.1 

5.5 

3.2 

52.3 

57.8 

41.7 

16.7 

23.1 

26.3 

52.4 

58.6 

66.7 

21.1 

20.0 

23.5 

33.3 

15.4 

28.9 

20.2 

22.1 

17.5 

4.4 

3.9 

5.3 

0.0 

11.5 

15.8 

2.4 

2.1 

3.2 

17.8 

15.7 

22.0 

50.0 

50.0 

28.9 

17.9 

11.7 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=592)

女性
(n=359)

男性
(n=229)

20歳代
(n=11)

30歳代
(n=63)

40歳代
(n=88)

50歳代
(n=119)

60歳代
(n=209)

70歳以上
(n=98)

性
別

年
齢

別

主として夫 主として妻 夫婦で同じ程度 その他の人(親・子ども等) わからない

性 

別

年 

齢 

別

【カ．介護/性・年代別】 
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 ４．仕事と家庭・地域生活の両立について             

 問 12 あなたが生活を送るうえで、希望に最も近いものをお答えください。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 生活を送るうえでの希望の優先度について、『「仕事」と「家庭生活」をともに優先した

い』（34.3％）の割合が最も高く、次いで『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生

活」をともに優先したい』（22.8％）、『「家庭生活」を優先したい』（16.6％）となってい

ます。 

 

3.4 

2.9 

4.3 

7.7 

1.2 

0.0 

4.5 

5.3 

1.0 

16.6 

20.5 

11.4 

7.7 

28.9 

14.9 

17.2 

13.8 

19.4 

3.4 

2.7 

4.3 

5.8 

1.2 

3.0 

0.7 

3.6 

6.8 

34.3 

33.3 

36.7 

42.3 

45.8 

42.6 

40.3 

27.6 

21.4 

5.6 

3.1 

8.9 

9.6 

3.6 

4.0 

5.2 

5.8 

5.8 

9.3 

9.9 

8.5 

5.8 

2.4 

7.9 

8.2 

9.3 

19.4 

22.8 

23.4 

21.4 

21.2 

14.5 

24.8 

21.6 

27.6 

20.4 

2.4 

2.4 

2.1 

0.0 

0.0 

1.5 

3.6 

5.8 

2.1 

1.7 

2.5 

0.0 

2.4 

3.0 

0.7 

3.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

わからない

-無回答

性 

別

年 
齢 
別 

【仕事と家庭・地域生活の両立の希望/性・年代別】 
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 問 13 あなたの現実（現状）に最も近いものをお答えください。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 生活を送るうえでの現状の優先度について、『「仕事」と「家庭生活」をともに優先して

いる』（27.2％）の割合が最も高く、次いで『「仕事」を優先している』（23.8％）、『「家

庭生活」を優先している』（19.0％）となっています。 

● 男女別にみると、男性は『「仕事」を優先している』（31.7％）、女性は『「仕事」と「家

庭生活」をともに優先している』（30.7％）が最も高い割合となっています。 

 

23.8 

18.4 

31.7 

38.5 

34.9 

28.7 

28.4 

18.7 

7.8 

19.0 

24.9 

10.3 

9.6 

26.5 

15.8 

16.4 

17.8 

26.2 

3.8 

3.6 

4.3 

7.7 

0.0 

3.0 

2.2 

3.6 

8.7 

27.2 

30.7 

22.1 

13.5 

27.7 

34.7 

32.8 

27.6 

19.4 

4.8 

3.4 

7.1 

7.7 

6.0 

2.0 

5.2 

4.0 

6.8 

7.3 

7.7 

6.8 

9.6 

1.2 

4.0 

2.2 

9.3 

16.5 

8.5 

6.5 

11.4 

0.0 

1.2 

8.9 

10.4 

11.1 

9.7 

3.7 

3.1 

4.6 

13.5 

1.2 

1.0 

1.5 

4.4 

4.9 

1.8 

1.7 

1.8 

0.0 

1.2 

2.0 

0.7 

3.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

「仕事」を優先している

「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

わからない

0無回答

性 

別

年 

齢 

別

【仕事と家庭・地域生活の両立の現状/性・年代別】 
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59.2 

49.1 

41.9 

40.5 

36.8 

29.1 

28.5 

23.3 

23.3 

15.2 

2.1 

3.7 

3.0 

58.9 

55.1 

43.2 

44.2 

43.7 

31.2 

30.2 

24.4 

25.1 

17.1 

1.2 

3.9 

2.9 

59.8 

40.2 

39.5 

35.9 

28.1 

26.3 

27.0 

22.1 

21.0 

13.2 

3.6 

3.2 

2.8 

0 10 20 30 40 50 60 70

夫婦や家族間での

コミュニケーションを大切にすること

男性が家事などに参加することに

対する男性自身の抵抗感をなくすこと

家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、

女性だけでなく男性も相談しやすい窓口を設けること

短時間勤務制度や休暇制度の普及を進め、

仕事以外の時間をより多く持てるようにすること

年配者や周りの人が、夫婦間・家族間の役割分担に

ついて、本人たちの考え方を尊重すること

社会の中で、男性の家事・子育て・

介護・地域活動等の評価を高めること

男性が、家事・子育て・介護・地域活動に

関心を高めるよう、啓発や情報提供等を行うこと

男性が、子育て・介護・地域活動などを

行うための仲間（ネットワーク）作りをすすめ、

育児休暇や介護休暇を取りやすい社会にすること

県や自治体などの研修などにより、

男性の家事や子育て、介護等の技能を高めること

男性が家事などに参加することに

対する女性の抵抗感をなくすこと

特に必要ない

その他

無回答

全体(N=709)

女性(n=414)

男性(n=281)

(%)

 問 14 国の第３次男女共同参画基本計画の主な施策の中に、男性にとっての男女共同参画の

推進がありますが、男女がともに家事、介護、地域活動に積極的に参加していくため

には、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男女がともに家事、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、どのようなことが必

要かたずねたところ、「夫婦や家族間でのコミュニケーションを大切にすること」（59.2％）

の割合が最も高くなっています。次いで「男性が家事などに参加することに対する男性自身

の抵抗感をなくすこと」（49.1％）、「家庭や地域活動と仕事の両立などの問題について、女性

だけでなく男性も相談しやすい窓口を設けること」（41.9％）と続いています。 

● 男女別でみると、「男性が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」

「年配者や周りの人が、夫婦間・家族間の役割分担について、本人たちの考え方を尊重する

こと」の理由が男性に比べて女性の方が多く回答しており、男女の意識に開きがみられます。 

【男女がともに家事、介護、地域活動に参加するために必要なこと/性別】 
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 問 15 あなた自身やまわりで、「多様な働き方・生き方が選択できる社会」が一年前と比較し

てどのように変化していると思いますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「多様な働き方・生き方が選択できる社会」が生活や身の回りの環境から判断して、一

年前と比べてどのように変化したかたずねたところ、「変わらない」（46.0％）の割合が

最も高く、次いで「どちらかといえば良くなった」（23.3％）、「わからない」（19.0％）

となっています。「良くなった」「どちらかといえば良くなった」が 25.8％、「悪くなっ

た」「どちらかといえば悪くなった」が 6.0％と良い方への変化と捉える割合が多くなっ

ています。 

● 年代別にみると、「良くなった」「どちらかといえば良くなった」を合わせた回答の割合が、

年齢階層が上がるに従って高く、「悪くなった」「どちらかといえば悪くなった」を合わせ

た回答が「20歳代」で 9.6％と他の年齢階層と比べて最も高い割合となっています。 

2.5 

2.2 

3.2 

1.9 

2.4 

2.0 

0.7 

2.7 

5.8 

23.3 

24.6 

20.3 

15.4 

16.9 

16.8 

24.6 

24.4 

31.1 

46.0 

45.4 

47.0 

36.5 

50.6 

58.4 

52.2 

44.4 

32.0 

3.7 

2.2 

6.0 

3.8 

2.4 

4.0 

3.0 

3.1 

5.8 

2.3 

1.2 

3.6 

5.8 

1.2 

2.0 

2.2 

3.1 

0.0 

19.0 

22.0 

15.7 

36.5 

21.7 

12.9 

16.4 

16.9 

24.3 

3.2 

2.4 

4.3 

0.0 

4.8 

4.0 

0.7 

5.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

良くなった どちらかといえば

良くなった

変わらない どちらかといえば

悪くなった

悪くなった わからない -無回答

性 

別

年 

齢 

別

【「多様な働き方・生き方が選択できる社会」の変化について/性・年代別】 
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 問 16 あなたは、現在仕事以外にボランティアや町内会・自治会・ＰＴＡ活動など家庭以外

で何か活動に参加していますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ボランティアや地域活動への参加状況をたずねたところ、「参加していない」が 49.6％、

「参加している」が 48.5％と、参加していない人がやや多くなっています。 

● 男女別にみると、女性（42.0％）よりも男性（56.6％）の方が地域活動への参加状況が

高くなっています。 

● 年代別にみると、「参加している」回答者は、他の年齢階層割合と比べて「20 歳代」

（23.1％）が最も低く、一方、「40 歳代」（63.4％）が最も高くなっています。 

 

48.5 

42.0 

56.6 

23.1 

45.8 

63.4 

45.5 

50.2 

46.6 

49.6 

56.3 

41.6 

76.9 

51.8 

35.6 

53.7 

46.2 

53.4 

1.8 

1.7 

1.8 

0.0 

2.4 

1.0 

0.7 

3.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

参加している 参加していない 無回答無回答

性 

別

年 

齢 

別

【ボランティアや地域活動への参加状況/性・年代別】 
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49.8 

49.4 

46.0 

31.7 

30.7 

17.3 

16.8 

7.2 

5.8 

5.5 

4.1 

2.5 

52.4 

46.9 

46.6 

33.8 

32.4 

17.9 

15.9 

7.2 

5.6 

7.2 

3.9 

2.4 

46.6 

53.4 

45.2 

29.2 

27.0 

17.1 

18.1 

7.5 

6.0 

3.2 

4.3 

2.8 

0 10 20 30 40 50 60 70

結婚しない人が増えているから

子育てにお金がかかるから

女性も男性も働きながら子どもを

育てる条件が整っていないから

働く女性が増えたから

結婚年齢が上がっているから

子どもを育てるには肉体的・

精神的負担が大きいから

子どもより自分自身や夫婦の生活を

重視する考えが強くなったから

結婚しても、子どもは欲しくないと

考える人が増えたから

少ない子どもに十分な教育を

受けさせた方がよいから

出産や育児に対する男性（夫）や

家族・親戚の理解や協力が足りないから

その他

無回答

全体(N=709)

女性(n=414)

男性(n=281)

(%)

 ５．出生率低下について                  

 問 17 今、女性が一生において生む子どもの数が少なくなっていると言われていますが、そ

の原因はどこにあると考えていますか。【〇は３つまで】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 出生率低下の要因についてたずねたところ、「結婚しない人が増えているから」（49.8％）

の割合が最も高くなっています。次いで「子育てにお金がかかるから」（49.4％）、「女性

も男性も働きながら子どもを育てる条件が整っていないから」（46.0％）と続いています。 

【出生率低下の原因/性別】 
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 ６．女性の社会参画について                  

 問 18 あなたは、女性が自治体の首長（知事や市町村長）や議会議員、企業の管理職や農協

の役員などになって、政策の企画立案や方針決定に意見がもっと反映されるようにな

ればよいと思いますか。（単数回答） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 政策の場で女性の意見がもっと反映されるようになるべきかたずねたところ、「どちらか

といえばそう思う」（39.9％）の割合が最も高く、次いで「そう思う」（36.8％）、「わか

らない」（11.3％）となっています。「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせ

た 76.7％の回答者が女性の意見が反映されることに賛成としています。 

36.8 

37.7 

35.9 

38.5 

37.3 

37.6 

44.8 

33.3 

34.0 

39.9 

40.1 

39.5 

36.5 

34.9 

40.6 

36.6 

44.4 

37.9 

6.1 

6.3 

5.3 

1.9 

6.0 

4.0 

5.2 

8.0 

6.8 

5.1 

3.6 

7.1 

5.8 

6.0 

5.9 

3.0 

5.8 

3.9 

11.3 

11.4 

11.4 

17.3 

13.3 

10.9 

10.4 

7.6 

16.5 

0.8 

1.0 

0.7 

0.0 

2.4 

1.0 

0.0 

0.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上

(n=103)

性
別

年
齢

別

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

性 

別

年 

齢 

別

【政策の場で女性の意見がもっと反映されるべきか/性・年代別】 
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68.0 

46.9 

32.4 

31.8 

30.0 

29.0 

3.3 

2.4 

1.7 

68.9 

48.8 

31.4 

37.0 

30.7 

27.0 

4.3 

2.2 

1.2 

68.4 

44.8 

33.5 

25.0 

28.8 

31.6 

1.9 

2.8 

2.4 

0 10 20 30 40 50 60 70

男性優位の組織運営が

なされているため

家庭、職場、地域で、性別による

役割分担や性差別の意識が強いため

女性の参画への支援が

少ないため

家庭の支援、協力が

得られないため

女性の積極性が

不十分であるため

女性の能力開発の機会が

不十分であるため

わからない

その他

無回答

全体(N=544)

女性(n=322)

男性(n=212)

(%)

 問 19 （問 18．「そう思う」「どちらかといえばそう思う」回答者のみ） 

「政治や行政、職場において、計画立案や決定の場に女性の参画がいまだに少ない」

といわれますが、その原因は何だと思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 政治や行政、職場において、計画立案や決定の場に女性の参画がいまだに少ないとされ

る原因は何かとたずねたところ、「男性優位の組織運営がなされているため」（68.0％）

の割合が最も高くなっています。次いで「家庭、職場、地域で、性別による役割分担や

性差別の意識が強いため」（46.9％）、「女性の参画への支援が少ないため」（32.4％）と

続いています。 

● 男女別にみると、「家庭の支援、協力が得られないため」の理由が男性に比べて女性の方

が多く回答しており、男女の意識に開きがみられます。 

【計画立案や決定の場で女性の参画が少ないとされる原因/性別】 
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 ７．女性が職業を持つことについて                

 問 20 一般的に、女性が職業を持つことについて、あなたはどのようにお考えですか。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 女性が職業を持つことについてたずねたところ、「子どもができても、ずっと職業を持ち

続けるほうがよい」（47.7％）の割合が最も高く、次いで「子どもができたら職業をいっ

たんやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい」（35.4％）となっています。 

● 年代別にみると、20～50 歳代において「子どもができても、ずっと職業を持ち続けるほ

うがよい」の割合が約半数を占めています。一方、他の年代に比べて「20 歳代」「70 歳

以上」において、女性は職業を持たない、あるいは結婚や出産を機に離職する方がよい

という考えが多いこともうかがえます。 

1.4 

1.0 

2.1 

1.9 

0.0 

1.0 

1.5 

1.8 

1.9 

1.8 

1.4 

2.5 

3.8 

1.2 

0.0 

0.7 

1.3 

5.8 

3.1 

2.2 

3.9 

3.8 

2.4 

2.0 

1.5 

4.0 

3.9 

47.7 

48.1 

46.6 

51.9 

48.2 

53.5 

53.7 

42.7 

40.8 

35.4 

36.0 

34.9 

23.1 

31.3 

31.7 

32.1 

42.7 

37.9 

5.4 

6.0 

4.6 

7.7 

8.4 

8.9 

8.2 

3.1 

0.0 

3.7 

3.9 

3.6 

7.7 

6.0 

2.0 

1.5 

2.2 

7.8 

1.6 

1.4 

1.8 

0.0 

2.4 

1.0 

0.7 

2.2 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

女性は職業を持たないほうがよい

結婚するまでは職業を持つほうがよい

子どもができるまでは、職業を持つほうがよい

子どもができても、ずっと職業を持ち続けるほうがよい

子どもができたら職業をいったんやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい

その他

わからない

-無回答

性 

別

年 

齢 

別

【女性が職業を持つことについて/性・年代別】 
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 ８．子育て・教育について                  

 問 21 あなたは、子どもの育て方についてどのように考えていますか。（単数回答） 

 ア．男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるという考え方についてたずねたところ、「ど

ちらかといえばそう思う」（42.0％）の割合が最も高く、次いで「そう思う」（26.1％）

となっています。 

● 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた 68.1％の回答者が、男の子は男

らしく、女の子は女らしく育てるという考え方に支持しています。 

● 男女別にみると、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた割合が女性

（62.6％）に比べ男性（76.8％）の方が高くなっています。 

● 年代別にみると、年齢階層が上がるほど「そう思う」の割合が高くなっている傾向にあ

ります。 

【ア．男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる/性・年代別】 

26.1 

19.6 

35.9 

11.5 

24.1 

18.8 

24.6 

29.3 

36.9 

42.0 

43.0 

40.9 

42.3 

41.0 

51.5 

40.3 

42.7 

34.0 

11.4 

12.6 

9.3 

17.3 

12.0 

8.9 

13.4 

10.7 

8.7 

14.0 

16.7 

10.3 

17.3 

18.1 

14.9 

17.2 

12.0 

9.7 

3.2 

3.9 

2.1 

9.6 

3.6 

5.0 

2.2 

2.7 

1.0 

3.2 

4.3 

1.4 

1.9 

1.2 

1.0 

2.2 

2.7 

9.7 

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

性 

別

年 

齢 

別
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 イ．男の子も女の子も職業人として経済的に自立できるように育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男の子も女の子も職業人として経済的に自立できるように育てるという考え方について

たずねたところ、「そう思う」（60.8％）の割合が最も高く、次いで「どちらかといえば

そう思う」（29.9％）となっています。 

● 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた 90.7％の回答者が、経済的に自

立できるように育てるという考え方に肯定的です。 

 

60.8 

62.1 

58.0 

55.8 

61.4 

60.4 

70.9 

60.9 

47.6 

29.9 

30.0 

31.0 

36.5 

31.3 

31.7 

23.1 

30.7 

33.0 

1.6 

1.4 

1.8 

3.8 

0.0 

1.0 

1.5 

1.8 

1.9 

2.0 

1.0 

3.2 

1.9 

2.4 

2.0 

1.5 

1.8 

2.9 

2.3 

1.7 

3.2 

0.0 

3.6 

3.0 

0.7 

1.8 

4.9 

3.5 

3.9 

2.8 

1.9 

1.2 

2.0 

2.2 

3.1 

9.7 

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

性 

別 

年 

齢 

別

【イ．男の子も女の子も経済的に自立できるように育てる/性・年代別】 
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 ウ．男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除などの仕方を身につけさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除などの仕方を身につけさせるという考え方について

たずねたところ、「そう思う」（58.5％）の割合が最も高く、次いで「どちらかといえば

そう思う」（30.9％）となっています。 

● 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた 89.4％の回答者が、男の子も女

の子も炊事、洗濯、掃除などの仕方を身につけさせるという考え方に肯定的です。 

● 男女別にみると、「そう思う」の割合は男性（48.4％）より女性（65.0％）の方が高くな

っています。 

● 年代別にみると、40 歳代を境に年齢階層が上がるほど「そう思う」の割合が低くなって

います。 

58.5 

65.0 

48.4 

57.7 

67.5 

69.3 

67.2 

51.1 

45.6 

30.9 

27.3 

37.0 

34.6 

26.5 

24.8 

28.4 

35.1 

34.0 

3.1 

2.2 

4.6 

5.8 

2.4 

1.0 

2.2 

4.0 

3.9 

2.4 

0.7 

4.6 

1.2 

2.0 

0.0 

4.9 

1.9 

1.7 

1.0 

2.8 

0.0 

1.2 

1.0 

0.7 

1.8 

4.9 

3.4 

3.9 

2.5 

1.9 

1.2 

2.0 

1.5 

3.1 

9.7 

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

性 

別 

年 

齢 

別

【ウ．男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除などの仕方を身につけさせる/性・年代別】 
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 エ．男の子らしく、女の子らしくではなく、個性に合った育て方をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男の子らしく、女の子らしくではなく、個性に合った育て方をするという考え方につい

てたずねたところ、「そう思う」（38.4％）の割合が最も高く、次いで「どちらかといえ

ばそう思う」（35.3％）となっています。 

● 「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた 73.7％の回答者が、個性に合っ

た育て方をするという考え方に肯定的です。 

● 男女別にみると、「そう思う」の割合は男性（31.3％）より女性（43.5％）の方が高くな

っています。 

● 年代別にみると、年齢階層が上がるほど「そう思う」の割合が低くなっている傾向にあ

ります。 

38.4 

43.5 

31.3 

42.3 

48.2 

46.5 

42.5 

34.2 

26.2 

35.3 

32.9 

37.7 

40.4 

24.1 

32.7 

32.8 

36.4 

40.8 

9.0 

8.2 

10.7 

9.6 

9.6 

7.9 

6.7 

10.7 

9.7 

7.2 

5.3 

10.0 

1.9 

4.8 

3.0 

8.2 

8.9 

10.7 

6.5 

6.0 

7.1 

3.8 

12.0 

6.9 

6.0 

5.8 

5.8 

3.7 

4.1 

3.2 

1.9 

1.2 

3.0 

3.7 

4.0 

6.8 

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別
そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

性 

別 

年 

齢 

別

【エ．個性に合った育て方をする/性・年代別】 
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 ９．配偶者からの暴力について                  

 問 22 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」（通称：DV（ドメステ

ィックバイオレンス）防止法）が平成 13（2001）年 10 月に施行されましたが、あな

たはこの法律をどの程度ご存知ですか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ｢配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律｣（通称：DV（ドメスティックバ

イオレンス）防止法）についてたずねたところ、「名前は聞いたことがあるが内容は知ら

ない」（68.3％）の割合が最も高く、次いで「法律の内容まで知っている」（21.2％）とな

っています。 

● 男女別にみると、「法律の内容まで知っている」の割合は女性（19.1％）より男性（24.9％）

の方が高くなっています。 

● 年代別にみると、「法律の内容まで知っている」の割合は「20 歳代」（11.5％）が最も低

くなっています。 

21.2 

19.1 

24.9 

11.5

16.9

20.8

19.4

27.6

20.4

68.3 

70.3 

65.1 

69.2

73.5

69.3

74.6

61.8

68.0

8.6 

8.0 

8.9 

15.4

8.4

8.9

5.2

8.0

8.7

2.0 

2.7 

1.1 

3.8

1.2

1.0

0.7

2.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代

(n=83)

40歳代

(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

法律の内容まで

知っている

名前は聞いたことあるが

内容は知らない

知らない -無回答

性 

別

年 

齢 

別

【DV（ドメスティックバイオレンス）防止法の認知度/性・年代別】 
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43.0 

18.9 

8.0 

4.5 

3.5 

3.1 

18.5 

16.6 

16.4 

10.0 

0.6 

4.5 

38.4 

24.2 

12.6 

5.1 

4.6 

3.1 

16.2 

18.2 

17.4 

12.1 

0.2 

4.6 

50.9 

11.4 

1.4 

3.9 

1.4 

3.2 

21.7 

13.9 

14.6 

7.1 

1.1 

4.6 

0 10 20 30 40 50 60

全く知らない

精神的にダメージを受けるような

言葉の暴力を受けたことがある

暴力を受けたことがある

何を言っても長時間無視

されつづけたことがある

交友関係や電話、郵便物を

細かく監視されたことがある

自由にお金を使えないよう監視するなど、

経済的に必要な生活費を渡さない

暴力についての人の

うわさを耳にしたことがある

身体に対しての暴力はないが、

精神的にダメージを受けるような言葉の

暴力を受けている人を知っている

身近に暴力を受けた人を知っている

身近な人から相談を受けたことがある

その他

無回答

全体(N=709)

女性(n=414)

男性(n=281)

(%)

受

け

た

見
聞
き
し
た

 問 23 あなたは、これまでに恋人や配偶者（事実婚や別居中、離婚後を含む）から、身体的

暴力や心理的攻撃や性的強要を受けたことや、身近で見聞きしたことがありますか。

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● これまでに恋人や配偶者から、DV を受けたことや、身近で見聞きしたことについてたず

ねたところ、「全く知らない」（43.0％）の割合が最も高くなっています。 

● DV を受けたことのある内容としては、「精神的にダメージを受けるような言葉の暴力を

受けたことがある」（18.9％）の割合が最も高くなっています。次いで「暴力を受けたこ

とがある」（8.0％）、「何を言っても長時間無視され続けたことがある」（4.5％）と続い

ています。暴力を受けた項目の多くで女性の回答が上回っており、恋人や配偶者からの暴力

は女性の被害が圧倒的に多いことが分かります。 

● DV を見聞きしたことのある内容としては、「暴力についての人のうわさを耳にしたこと

がある」（18.5％）の割合が最も高く、次いで「身体に対しての暴力はないが、精神的に

ダメージを受けるような言葉の暴力を受けている人を知っている」（16.6％）、「身近に暴

力を受けた人を知っている」（16.4％）と続いています。 

● 男女別にみると、「精神的にダメージを受けるような言葉の暴力を受けたことがある」は

女性 24.2％であるのに対し男性 11.4％、「暴力を受けたことがある」は女性 12.6％であ

るのに対し男性 1.4％となっており、男性に比べ女性の割合が極端に高いことが分かり

ます。 

【DV を受けた又は、見聞きしたこと/性別】 
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34.6 

23.5 

20.2 

15.6 

12.6 

2.7 

6.4 

15.1 

30.6 

27.1 

22.7 

16.1 

15.7 

3.9 

7.5 

12.9 

41.7 

16.5 

15.8 

15.1 

7.9 

0.7 

5.0 

18.0 

0 10 20 30 40 50

何もしなかった

知人・友人に相談した

（相談を受けた）

親族に相談した

（相談するようにアドバイスをした）

行政機関（警察・相談所・市役所）に

相談に行った

（相談に行くようにアドバイスをした）

家を出た

（出るようにアドバイスをした）

子どもにあたってしまった

その他

無回答

全体(N=405)

女性(n=255)

男性(n=139)

(%)

 問 24 （問 23．DV を受けた又は見聞きした回答者のみ） 

あなたは次のうちどのような行動をとりましたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● DV を受けた又は見聞きしたときにどのような行動をとったかたずねたところ、「何もし

なかった」（34.6％）の割合が最も高くなっています。 

● 行動をとった内容としては、「知人・友人に相談した（相談を受けた）」（23.5％）の割合

が最も高くなっています。次いで「親族に相談した（相談するようにアドバイスをした）」

（20.2％）、「行政機関（警察・相談所・市役所）に相談に行った（相談に行くようにア

ドバイスをした）」（15.6％）、「家を出た（出るようにアドバイスをした）」（12.6％）と

続いています。 

● 男女別にみると、女性に比べて男性の方が「何もしなかった」という割合が高くなって

います。また、知人・友人や親族に相談をするなどの行動をとった人については、女性

に比べ男性の方が少ない割合となっています。 

【DV を受けた又は、見聞きしてとった行動/性別】 
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64.5 

60.8 

41.7 

38.2 

28.6 

17.8 

3.1 

1.3 

4.2 

68.1 

59.4 

40.8 

37.2 

25.1 

18.4 

2.4 

1.0 

4.3 

60.5 

62.3 

43.4 

40.9 

34.5 

17.1 

3.6 

1.4 

4.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

妊産婦、乳幼児を連れた保護者、障がい者、

介護を必要とする人は、安全を確保できる

場所への避難誘導・避難解除を行うこと

災害対応について、性別、年齢などにかかわらず、

多様な住民が自主的に考える機会を設けること

避難所の管理責任者には、

男女両方を配置すること

災害から受ける影響の男女の違い等に

配慮した視点で取り組むこと

防災対策に男女共同参画の視点を反映させるため、

防災会議における女性委員の割合を高めること

女性だけでなく、男性に対する相談体制を整備する

とともに、相談窓口の周知方法を工夫すること

特に必要はない

その他

無回答

全体(N=709)

女性(n=414)

男性(n=281)

(%)

 １０．防災の分野における男女共同参画について          

 問 25 国の第３次男女共同参画基本計画の主な施策の中に、防災の分野における男女共同参

画の推進がありますが、どのようなことが必要と考えられますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 防災の分野における男女共同参画で必要なことについてたずねたところ、「妊産婦、乳幼

児を連れた保護者、障がい者、介護を必要とする人は、安全を確保できる場所への避難

誘導・避難解除を行うこと」（64.5％）の割合が最も高くなっています。次いで「災害対

応について、性別、年齢などにかかわらず、多様な住民が自主的に考える機会を設ける

こと」（60.8％）、「避難所の管理責任者には、男女両方を配置すること」（41.7％）と続

いています。 

● 男女別にみると、「防災対策に男女共同参画の視点を反映させるため、防災会議における

女性委員の割合を高めること」の回答が女性に比べて男性の割合が高く、女性の積極的

な防災への取組を望んでいることがうかがえます。 

 

【防災の分野における男女共同参画で必要なこと/性別】 
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49.5 

39.5 

29.9 

29.9 

29.1 

24.7 

14.0 

12.6 

16.2 

3.4 

0.8 

4.8 

49.5 

40.1 

23.9 

29.5 

26.8 

21.3 

13.8 

10.9 

18.1 

2.9 

0.2 

5.3 

49.5 

37.0 

39.1 

31.3 

31.7 

29.9 

13.9 

15.3 

13.9 

4.3 

1.4 

4.3 

0 10 20 30 40 50 60

休日の確保、重労働の解消といった就業環境の

改善により、男女ともが家庭生活以外の活動に

参加しやすい環境をつくっていくこと

農林業産物加工、直売所の運営や

食文化・地域文化の継承活動等により、

女性の活躍の場をつくること

農林業にたずさわる人々が地域社会

活動において男女が対等に活躍できる

雰囲気をつくっていくこと

男女共同参画に関する地域リーダーの

育成など人材を育成すること

農林業にたずさわる人々の男女共同参画

社会づくりの意識を高めること

農林業にたずさわる人々が自ら積極的に

男女共同参画社会づくりに取り組むこと

家族経営協定等により女性が

責任を持って経営に参画すること

女性が農林業経営者として

能力を向上させること

わからない

特に必要なものはない

その他

無回答

全体(N=709)

女性(n=414)

男性(n=281)

(%)

 １１．農山漁村の分野における男女共同参画について          

 問 26 国の第３次男女共同参画基本計画の主な施策の中に、活力ある農山漁村の実現に向け

た男女共同参画の推進を進めていますが、そのために必要なことは何だと思いますか。

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 農山漁村の分野における男女共同参画で必要なことについてたずねたところ、「休日の確

保、重労働の解消といった就業環境の改善により、男女ともが家庭生活以外の活動に参

加しやすい環境をつくっていくこと」（49.5％）の割合が最も高く、次いで「農林業産物

加工、直売所の運営や食文化・地域文化の継承活動等により、女性の活躍の場をつくる

こと」（39.5％）となっています。 

● 男女別にみると、特に「農林業にたずさわる人々が地域社会活動において男女が対等に活

躍できる雰囲気をつくっていくこと」「農林業にたずさわる人々が自ら積極的に男女共同

参画社会づくりに取り組むこと」の回答に男性の割合が高くみられ、農山漁村の分野で男

女が対等に活躍できていないと捉えている男性が多いことがうかがえます。また、女性の

積極的な意見が少ないことから、農山漁村の分野に女性自身の関わりが薄いこともうかが

えます。 

【農山漁村の分野における男女共同参画で必要なこと/性別】 



49 

 

58.7 

44.1 

40.3 

39.4 

39.4 

36.7 

28.1 

27.1 

20.5 

19.7 

15.7 

11.7 

5.1 

2.1 

4.1 

61.4 

50.7 

38.9 

40.3 

43.0 

37.2 

25.6 

26.3 

15.7 

17.9 

15.0 

9.7 

4.8 

1.0 

4.1 

54.1 

35.2 

43.4 

37.7 

33.8 

35.9 

32.4 

29.5 

27.8 

22.4 

17.1 

14.6 

5.3 

3.9 

4.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

仕事と家庭・地域生活を両立できるための支援

育児・介護休業制度の普及啓発を進め、

実際に取得できる環境整備

学校教育や社会教育の中で、男女平等や

男女共同参画を推進する教育、学習の充実

家庭生活・地域生活において男女が

対等に協力しあうような意識づくり

女性だけでなく、男性の意識も変える

取組みを積極的に進める

高齢者、障がい者、外国人等が安心して

暮らせるユニバーサルデザインの環境整備

市の各種審議会の委員等、市の施策・方針を

決定する場に女性の参画を増やす

働く場での男女共同参画の推進のため

事業主（企業主）等への研修の実施

区長や地域自治会役員に女性を増やす

性別による固定的な役割分担意識を

是正するための啓発・広報

性暴力や性差別等に関する

問題解決に向けた取組みの充実

男女共同参画社会づくりを

目指す団体などとの協働の推進

特にない

その他

無回答

全体(N=709)

女性(n=414)

男性(n=281)

(%)

 １２．男女共同参画社会の推進について              

 問 27 男女共同参画社会の実現のために、菊池市はどのようなことに力を入れるべきだと思

いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男女共同参画社会の実現のために菊池市が力を入れるべきことについてたずねたところ、

「仕事と家庭・地域生活を両立できるための支援」（58.7％）の割合が最も高くなってい

ます。次いで「育児・介護休業制度の普及啓発を進め、実際に取得できる環境整備」

（44.1％）、「学校教育や社会教育の中で、男女平等や男女共同参画を推進する教育、学

習の充実」（40.3％）と続いています。 

● 回答の男女差をみると、女性は「育児・介護休業制度の普及啓発を進め、実際に取得で

きる環境整備」の意見が、男性は「区長や地域自治会役員に女性を増やす」の意見が多

く回答しており男女の開きがみられます。 

 

【男女共同参画社会の実現のために菊池市が力を入れるべきこと/性別】 
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23.6 

23.2 

23.8 

34.6 

19.3 

18.8 

24.6 

24.0 

24.3 

47.1 

45.2 

49.8 

40.4 

39.8 

48.5 

49.3 

48.9 

46.6 

23.6 

25.1 

21.7 

23.1 

39.8 

29.7 

21.6 

19.6 

17.5 

5.8 

6.5 

4.6 

1.9 

1.2 

3.0 

4.5 

7.6 

11.7 

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別
知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

14.1 

15.2 

12.1 

30.8 

18.1 

14.9 

17.2 

10.2 

6.8 

16.4 

16.7 

16.4 

19.2 

16.9 

19.8 

14.2 

17.8 

12.6 

62.5 

60.6 

64.8 

48.1 

63.9 

60.4 

64.9 

62.2 

65.0 

7.1 

7.5 

6.8 

1.9 

1.2 

5.0 

3.7 

9.8 

15.5 

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 問 28 あなたは、以下の言葉についてご存知でしたか。（単数回答） 

ア．「男女共同参画社会基本法」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「男女共同参画社会基本法」については、「聞いたことがある」（47.1％）の割合が最も高く、

次いで「知っている」が23.6％となっており、言葉の認知度は高いことが分かります。 

● 年代別にみると、他の年齢階層と比べて「20 歳代」の認知度が高くなっています。 

 イ．「ジェンダー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「ジェンダー」については、「知らない」が 62.5％を占めています。次いで「聞いたこ

とがある」（16.4％）、「知っている」（14.1％）となっています。 

【イ．「ジェンダー」/性・年代別】 

【ア．「男女共同参画社会基本法」/性・年代別】 

性 

別 

年 

齢 

別 

性 

別

年 

齢 

別 
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74.9

73.7

75.8

76.9

79.5

83.2

85.1

71.6

57.3

15.7

18.9

13.5

15.4

18.1

12.9

11.2

16.0

21.4

4.4

2.8

5.1

3.8

0.0

1.0

1.5

5.3

11.7

5.1

4.6

5.6

3.8

2.4

3.0

2.2

7.1

9.7

全体
(N=709)

女性
(n=281)

男性
(n=414)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

76.9

79.7

75.4

82.7

90.4

85.1

85.8

73.3

52.4

13.3

13.2

12.8

9.6

8.4

8.9

9.7

14.7

23.3

5.1

3.2

6.3

5.8

0.0

3.0

2.2

5.8

12.6

4.8

3.9

5.6

1.9

1.2

3.0

2.2

6.2

11.7

全体
(N=)

女性
(n=281)

男性
(n=414)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 ウ．「ドメスティック・バイオレンス（DV）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「ドメスティック・バイオレンス（DV）」については、「知っている」が 74.9％を占めて

います。次いで「聞いたことがある」が 15.7％となっており、言葉の意味も含めて認知

度は高いことが分かります。 

● 年代別にみると、60歳以上の年齢階層において「知っている」の割合が低くなっています。 

 エ．「セクシュアル・ハラスメント」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「セクシュアル・ハラスメント」については、「知っている」が 76.9％を占めています。

次いで「聞いたことがある」が 13.3％となっており、言葉の意味も含めて認知度は高い

ことが分かります。 

● 年代別にみると、60歳以上の年齢階層において「知っている」の割合が低くなっています。 

【ウ．「ドメスティック・バイオレンス（DV）」/性・年代別】 

【エ．「セクシュアル・ハラスメント」/性・年代別】 

性 

別 

年 

齢 

別 

性 

別

年 

齢 

別 

性 

別 

年 

齢 

別 

性 

別

年 

齢 

別 
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56.0

58.7

54.5

55.8

66.3

63.4

60.4

56.9

35.9

27.8

29.5

26.0

26.9

22.9

24.8

26.9

27.1

34.0

10.7

7.8

12.8

15.4

8.4

8.9

9.0

8.9

18.4

5.5

3.9

6.7

1.9

2.4

3.0

3.7

7.1

11.7

全体

(N=709)

女性
(n=281)

男性
(n=415)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代

(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別
知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

19.3

16.4

21.3

32.7

24.1

17.8

19.4

19.1

11.7

32.3

36.7

29.5

23.1

33.7

35.6

32.8

34.2

26.2

42.3

42.0

42.5

40.4

41.0

42.6

44.8

37.8

50.5

6.1

5.0

6.8

3.8

1.2

4.0

3.0

8.9

11.7

全体
(N=709)

女性
(n=281)

男性
(n=414)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 オ．「男女雇用機会均等法」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ｢男女雇用機会均等法｣については、「知っている」（56.0％）の割合が最も高く、次いで

「聞いたことがある」が 27.8％となっています。言葉の意味も含めて認知度は高いこと

が分かります。 

● 年代別にみると、他の年齢階層と比べて「70 歳以上」の「知っている」の割合が極端に

低くなっています。 

 カ．「ワーク・ライフ・バランス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ワーク・ライフ・バランスについては、「知らない」（42.3％）の割合が最も高く、次い

で「聞いたことがある」（32.3％）、「知っている」（19.3％）となっています。 

【オ．「男女雇用機会均等法」/性・年代別】 

【カ．ワーク・ライフ・バランス/性・年代別】 

性 

別 

年 

齢 

別 

性 

別

年 

齢 

別 
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8.5 

8.2 

9.3 

3.8 

3.6 

6.9 

8.2 

10.7 

12.6 

33.6 

36.2 

29.5 

19.2 

32.5 

32.7 

35.1 

34.2 

39.8 

52.3 

49.5 

56.2 

73.1 

62.7 

57.4 

53.0 

47.6 

35.9 

5.6 

6.0 

5.0 

3.8 

1.2 

3.0 

3.7 

7.6 

11.7 

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代

(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

9.7 

9.7 

9.6 

5.8 

6.0 

8.9 

9.0 

12.4 

10.7 

34.0 

37.2 

28.8 

25.0 

31.3 

35.6 

36.6 

32.9 

36.9 

50.4 

46.1 

56.9 

65.4 

61.4 

52.5 

52.2 

46.7 

37.9 

5.9 

7.0 

4.6 

3.8 

1.2 

3.0 

2.2 

8.0 

14.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代

(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代

(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 キ．「菊池市男女共同参画推進条例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ｢菊池市男女共同参画推進条例｣については、「知らない」（52.3％）の割合が最も高く、

次いで「聞いたことがある」（33.6％）、「知っている」（8.5％）となっています。 

● 前回調査では「知っている」「聞いたことがある」を合わせた回答が全体の 38.8％であ

ったのに対し、今回調査では 42.1％となっており認知度が 3.3％上がっています。 

 ク．「菊池市男女共同参画計画」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ｢菊池市男女共同参画計画｣については、「知らない」（50.4％）の割合が最も高く、次い

で「聞いたことがある」（34.0％）、「知っている」（9.7％）となっています。 

● 年代別にみると、年齢階層が上がるに従い「知っている」の割合がやや高くなっている

傾向にあります。 

【キ．「菊池市男女共同参画推進条例」/性・年代別】 

【ク．「菊池市男女共同参画計画」/性・年代別】 

性 

別 

年 

齢 

別 

性 

別

年 

齢 

別 
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4.7

4.8

4.6

3.8

2.4

4.0

3.7

5.3

7.8

22.6

23.4

19.9

17.3

20.5

23.8

23.1

21.8

23.3

66.4

64.5

70.5

75.0

75.9

69.3

70.9

64.0

53.4

6.3

7.2

5.0

3.8

1.2

3.0

2.2

8.9

15.5

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別
知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

8.6

7.5

9.4

3.8

14.5

8.9

7.5

8.9

6.8

23.7

20.3

25.6

32.7

20.5

27.7

20.9

21.3

24.3

61.6

68.3

57.5

59.6

63.9

60.4

69.4

60.9

55.3

6.1

3.9

7.5

3.8

1.2

3.0

2.2

8.9

13.6

全体
(N=709)

女性
(n=281)

男性
(n=414)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 ケ．「男女共同参画専門委員相談（菊池市設置）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ｢男女共同参画専門委員相談｣については、「知らない」が 66.4％を占めています。次い

で「聞いたことがある」（22.6％）、「知っている」（4.7％）となっています。 

 

 コ．「女性相談員（菊池市設置）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ｢女性相談員｣については、「知らない」が 61.6％を占めています。次いで「聞いたこと

がある」（23.7％）、「知っている」（8.6％）となっています。 

【ケ．「男女共同参画専門委員相談（菊池市設置）」/性・年代別】 

【コ．「女性相談員（菊池市設置）」/性・年代別】 

性 

別 

年 

齢 

別 

性 

別

年 

齢 

別 
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6.6

6.5

7.1

5.8

12.0

5.0

9.0

6.2

2.9

18.1

17.4

18.9

15.4

22.9

21.8

15.7

19.6

12.6

68.7

68.8

68.3

75.0

63.9

70.3

72.4

64.9

68.9

6.6

7.2

5.7

3.8

1.2

3.0

3.0

9.3

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

3.8 

3.4 

4.6 

7.7 

1.2 

0.0 

6.7 

5.3 

0.0 

12.8 

12.8 

12.8 

9.6 

14.5 

20.8 

9.7 

13.3 

7.8 

77.4 

77.5 

77.2 

78.8 

83.1 

76.2 

81.3 

72.4 

78.6 

5.9 

6.3 

5.3 

3.8 

1.2 

3.0 

2.2 

8.9 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=709)

女性
(n=414)

男性
(n=281)

20歳代
(n=52)

30歳代
(n=83)

40歳代
(n=101)

50歳代
(n=134)

60歳代
(n=225)

70歳以上
(n=103)

性
別

年
齢

別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 サ．「ポジティブ・アクション」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「ポジティブ・アクション」については、「知らない」が 68.7％を占めています。次い

で「聞いたことがある」（18.1％）、「知っている」（6.6％）となっています。 

● 年代別にみると、「知っている」「聞いたことがある」の割合が「20 歳代」と「70 歳以上」

で低いことが分かります。 

 シ．「Ｍ字カーブ」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｍ字カーブ」については、「知らない」が 77.4％を占めています。次いで「聞いたこと

がある」（12.8％）、「知っている」（3.8％）となっています。 

【サ．「ポジティブ・アクション」/性・年代別】 

【シ．「Ｍ字カーブ」/性・年代別】 

性 

別 

年 

齢 

別 

性 

別

年 

齢 

別 
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（件） （％）

1. 子育て・教育・介護（家庭生活）について 22 21.2

2. この意識調査について 18 17.3

3. 菊池市（行政）に対して 15 14.4

4. 男女平等について 14 13.5

5. 男女共同参画の推進について 12 11.5

6. 人々の意識に関すること 10 9.6

7. 女性の社会参画（働くこと）について 4 3.8

8. その他 9 8.7

104 100.0

（件） （％） （件） （％） （件） （％）

20歳代 3 4.6 2 5.3 0 0.0

30歳代 7 10.8 8 21.1 0 0.0

40歳代 15 23.1 6 15.8 0 0.0

50歳代 12 18.5 8 21.1 0 0.0

60歳代 22 33.8 10 26.3 1 100.0

70歳代 6 9.2 4 10.5 0 0.0

計 65 100.0 38 100.0 1 100.0

女　性 男　性 不　明

 問 29．自由意見 

自由意見については、97 名から 104 件の貴重な意見を頂きました。意見の区分は以下の通

りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■意見内容による区分 

■意見回答者の性・年代 



57 

 

女子

49.8%
男子

47.1%

無回答 3.1%

N=293

Ⅳ．中学生に対する調査結果 

１．回答者の基本属性等                   

 問１．あなたの性別を教えてください。（単数回答） 

● 性別についてたずねたところ、「女

子」が 49.8％、「男子」が 47.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

２．男女平等に関する考え方について              

 問２．社会のいろいろな面において男女は平等になっていると思いますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

【各分野における男女平等の認識】 

2.7

1.4

0.7

1.7

4.8

0.7

1.7

15.7

16.7

4.8

7.5

21.2

7.2

11.6

61.1

37.2

62.5

57.7

36.9

55.3

41.0

7.2

3.8

9.6

2.7

1.7

6.1

3.1

1.7

1.4

4.8

0.7

1.4

1.0

1.0

10.9

35.8

17.1

28.3

33.8

29.4

39.6

0.7

3.8

0.7

1.4

0.3

0.3

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．家庭生活

イ．職場

ウ．学校教育の場

エ．地域活動・社会の場

オ．政治・政策決定の場

カ．法律や制度の上

キ．社会通念・習慣等で

H26年全体（N=293）

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答
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2.7

0.7

4.3

15.7

21.9

10.1

61.1

56.2

65.9

7.2

10.3

4.3

1.7

2.1

1.4

10.9

8.9

12.3

0.7

0.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 選択肢が異なるため単純な比較はできないものの、前回調査と比較すると、「職場」「地

域活動・社会の場」「政治・政策決定の場」「法律や制度上」「社会通念・慣習等」の項目

で、「平等」と感じている割合が上がっています。 

● 一般市民と中学生を比較すると、「平等」について「家庭生活」（一般市民 36.2％、中学

生61.1％）、「職場」（一般市民30.6％、中学生37.2％）、「学校教育の場」（一般市民55.1％、

中学生 62.5％）、「地域活動・社会の場」（一般市民 27.6％、中学生 57.7％）、「政治・政

策決定の場」（一般市民 14.4％、中学生 36.9％）、「法律や制度の上」（一般市民 40.3％、

中学生 55.3％）、「社会通念・習慣等」（一般市民 14.2％、中学生 41.0％）となっており、

全ての項目において中学生の方が平等と捉えている認識が強いことが分かります。 

 ア．家庭生活では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 家庭生活で男女平等になっているかたずねたところ、「平等」（61.1％）の割合が最も高

く、次いで「どちらかといえば男性の方が優遇」（15.7％）、「わからない」（10.9％）と

なっています。 

● 男女別にみると、男子に比べて女子の方が“男性優遇”（「男性の方が非常に優遇」「どち

らかといえば男性の方が非常に優遇」を合わせた回答）と感じている人の割合が高いこ

とが分かります。 

【ア．家庭生活での男女平等の認識/性別】 

【各分野における男女平等の認識（H21 年調査）】

11.0 

13.5 

1.9 

8.1 

18.5 

3.3 

7.9 

52.3 

18.3 

51.3 

31.7 

18.1 

36.0 

18.1 

12.9 

6.7 

11.3 

10.4 

7.7 

9.6 

5.8 

3.5 

1.0 

8.8 

1.5 

0.2 

2.7 

1.3 

19.8 

58.8 

26.9 

47.9 

54.6 

48.1 

66.3 

0.4 

1.7 

0.0 

0.4 

0.8 

0.2 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．家庭生活

イ．職場

ウ．学校教育の場

エ．地域活動・社会の場

オ．政治・政策決定の場

カ．法律や制度上

キ．社会通念・慣習等

H21 年全体（N=480） 男性優遇 平等 かなり平等 女性優遇 わからない -無回答

性 

別
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1.4

0.7

2.2

16.7

20.5

12.3

37.2

37.7

37.0

3.8

2.7

5.1

1.4

0.7

2.2

35.8

33.6

37.7

3.8

4.1

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

0.7

1.4

0.0

4.8

4.8

5.1

62.5

71.9

52.2

9.6

5.5

13.8

4.8

0.0

10.1

17.1

15.8

18.1

0.7

0.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

 イ．職場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 職場で男女平等になっているかたずねたところ、「平等」（37.2％）の割合が最も高く、

次いで「わからない」（35.8％）、「どちらかといえば男性の方が優遇」（16.7％）となっ

ています。 

● 男女別にみると、男子に比べて女子の方が“男性優遇”と感じている人の割合が高いこ

とが分かります。 

 

 ウ．学校教育の場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 学校教育の場で男女平等になっているかたずねたところ、「平等」が 62.5％を占めてい

ます。 

● 男女別にみると、「平等」と考えている人の割合が男子（52.2％）に比べて女子（71.9％）

の方が高いことが分かります。 

 

【イ．職場での男女平等の認識/性別】 

【ウ．学校教育の場での男女平等の認識/性別】 

性 

別

性 

別
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1.7

0.7

2.9

7.5

10.3

4.3

57.7

59.6

55.8

2.7

1.4

4.3

0.7

0.0

1.4

28.3

26.7

29.7

1.4

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

4.8

6.2

3.6

21.2

25.3

16.7

36.9

32.2

41.3

1.7

1.4

2.2

1.4

0.0

2.9

33.8

34.9

32.6

0.3

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

 エ．地域活動・社会の場では 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 地域活動・社会の場で男女平等になっているかたずねたところ、「平等」が 57.7％を占

めています。次いで「わからない」（28.3％）「どちらかといえば男性の方が優遇」（7.5％）

となっています。 

 

 オ．政治・政策決定の場では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 政治・政策決定の場で男女平等になっているかたずねたところ、「平等」（36.9％）の割

合が最も高く、次いで「わからない」（33.8％）、「どちらかといえば男性の方が優遇」

（21.2％）となっています。 

【エ．地域活動・社会の場での男女平等の認識/性別】 

【オ．政治・政策決定の場での男女平等の認識/性別】 

 

性 

別
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0.7

0.7

0.7

7.2

8.2

5.8

55.3

56.2

53.6

6.1

5.5

7.2

1.0

0.0

2.2

29.4

29.5

29.7

0.3

0.0

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

1.7

2.1

1.4

11.6

13.7

9.4

41.0

39.0

42.8

3.1

2.7

3.6

1.0

0.7

1.4

39.6

41.1

37.7

2.0

0.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

男性の方が

非常に優遇

どちらかといえば

男性の方が優遇

平等

どちらかといえば

女性の方が優遇

女性の方が

非常に優遇

わからない □ 無回答

 カ．法律や制度の上では 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 法律や制度の上で男女平等になっているかたずねたところ、「平等」が 55.3％を占めて

います。次いで「わからない」（29.4％）、「どちらかといえば男性の方が優遇」（7.2％）

となっています。 

 

 キ．社会通念・慣習等で 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 社会通念・慣習等で男女平等になっているかたずねたところ、「平等」（41.0％）の割合が

最も高く、次いで「わからない」（39.6％）、「どちらかといえば男性の方が優遇」（11.6％）

となっています。 

【カ．法律や制度の上での男女平等の認識/性別】 

【キ．社会通念・慣習等での男女平等の認識/性別】 

性 

別

性 

別

性 

別
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5.1

3.4

7.2

18.8

20.5

16.7

23.2

26.7

21.0

27.3

34.2

18.1

24.2

13.7

35.5

1.4

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

賛成する どちらかと言えば賛成する どちらかと言えば反対する

反対する わからない -無回答

 問３．「男は仕事、女は家庭」など性別によって役割を固定する考え方についてあなたはどう

思いますか。（単数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 性別によって男女の役割を固定する考え方についてたずねたところ、「反対する」

（27.3％）の割合が最も高くなっています。 

● 男女別にみると、固定的な考え方に“反対”（「どちらかと言えば反対する」「反対する」

を合わせた回答、以下同じ。）と回答している人は、男子（39.1％）に比べて女子（60.9％）

の方が高くなっています。 

● 前回調査と比較すると、“賛成”（「どちらかと言えば賛成する」「賛成する」を合わせた

回答）はあまり変動はみられないものの、“反対”については 15.7％の減少となってい

ることから、性別による役割分担意識は減少の傾向にあります。 

 

【性別によって男女の役割を固定する考え方/性別】 

【性別によって男女の役割を固定する考え方（H21 年調査）】 

4.8  22.7  35.2  31.0  6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年全体
(N=480)

※全国調査の選択肢に「わからない」なし

性 

別 
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18.4 

15.8 

20.3 

13.3 

14.4 

11.6 

4.1 

4.8 

3.6 

17.1 

23.3 

11.6 

6.1 

8.9 

3.6 

1.0 

0.7 

1.4 

36.9 

29.5 

44.9 

3.1 

2.7 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

法律や制度の上での見直しを行い、性差別につながるものを改めること

女性を取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改めること

女性自身が経済力をつけたり、知識・技術を習得したりするなど、積極的に力の向上を図ること

女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること

政府や企業などの重要な役職に、一定の割合で女性を登用する制度を採用・充実させること

その他

わからない

-無回答

 問４．男女があらゆる分野でより平等になるために、あなたが最も重要だと思うものは

何ですか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男女が平等になるために重要なことをたずねたところ、「わからない」（36.9％）の割合

が最も高く、次いで「法律や制度の上での見直しを行い、性差別につながるものを改め

ること」（18.4％）、「女性の就業、社会参加を支援する施設やサービスの充実を図ること」

（17.1％）となっています。 

【男女が平等になるために重要なこと/性別】 

性 

別



64 

 

51.5

43.7

41.3

29.4

20.1

18.4

16.4

13.0

10.6

3.1

3.8

1.4

59.6

49.3

41.1

30.1

28.1

14.4

16.4

16.4

6.8

2.1

2.1

0.0

44.9

36.2

42.8

28.3

11.6

22.5

15.9

8.7

14.5

4.3

5.1

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

働く女性が増えたから

結婚しない人が増えているから

子育てにお金がかかるから

女性も男性も働きながら子どもを

育てる条件が整っていないから

結婚年齢が上がっているから

結婚しても、子どもは欲しくないと

考える人が増えたから

子どもを育てるには肉体的・

精神的負担が大きいから

出産や育児に対する男性（夫）や

家族・親戚の理解や協力が足りないから

子どもより自分自身や夫婦の生活を

重視する考えが強くなったから

少ない子どもに十分な教育を

受けさせた方がよいから

その他

無回答

全体(N=293)

女子(n=146)

男子(n=138)

(%)

３．出生率低下について                   

 問５．今、女性が一生において生む子どもの数が少なくなっていると言われていますが、その

原因はどこにあると考えますか。【○は３つまで】（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 出生率低下の要因についてたずねたところ、「働く女性が増えたから」（51.5％）の割合

が最も高くなっています。次いで「結婚しない人が増えているから」（43.7％）、「子育て

にお金がかかるから」（41.3％）と続いています。 

● 男女別にみると、出生率低下の原因として男女の回答にばらつきがみられます。 

【出生率低下の原因/性別】 



65 

 

1.0 

0.0 

1.4 

7.5 

5.5 

10.1 

4.8 

4.1 

4.3 

21.5 

30.1 

13.0 

40.6 

43.8 

37.7 

5.8 

6.2 

5.1 

17.4 

10.3 

25.4 

1.4 

0.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

女性は職業を持たないほうがよい

結婚するまでは職業を持つほうがよい

子どもができるまでは、職業を持つほうがよい

子どもができても、ずっと職業を持ち続けるほうがよい

子どもができたら職業をいったんやめ、大きくなったら再び職業を持つほうがよい

その他

わからない

-無回答

４．女性が職業を持つことについて                

 問６．一般的に、女性が職業を持つことについて、あなたはどのように考えますか。 

（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 女性が職業を持つことについてたずねたところ、「子どもができたら職業をいったんやめ、

大きくなったら再び職業を持つほうがよい」（40.6％）の割合が最も高く、次いで「子ど

もができても、ずっと職業を持ち続けるほうがよい」（21.5％）、「わからない」（17.4％）

となっています。 

● 男女別にみると、女子は「子どもができても、ずっと職業を持ち続けるほうがよい」が

30.1％であるのに対し、男子は 13.0％と男女の考えに開きがみられます。 

● 前回調査と比較すると、「子どもができたら職業をいったんやめ、大きくなったら再び職

業を持つほうがよい」が 4.6％減少しています。 

【女性が職業を持つことについて/性別】 

【女性が職業を持つことについて/性別（H21 年調査）】 

1.0 

5.2  8.5  20.6  45.2  5.2  12.9  1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H21年全体
(N=408)

性 

別
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36.5 

56.0 

52.2 

41.0 

30.0 

28.7 

32.8 

27.0 

11.9 

4.1 

5.5 

11.9 

8.5 

1.0 

1.4 

3.4 

11.6 

9.9 

6.8 

15.4 

1.4 

0.3 

1.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア.男の子は男らしく、

女の子は女らしく育てる

イ.男の子も女の子も職業人と

して経済的に自立できるよう

に育てる

ウ.男の子も女の子も炊事、洗

濯、掃除などの仕方を身につ

けさせる

エ.男の子らしく、女の子らしく

ではなく、個性に合った育て

方をする

H26年全体（N=293）
そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

５．子育て・教育について                  

 問７．あなたは、おとなになって子どもを育てるときにどのように考えますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる」という男女を区別する意識は全体の

66.5％が支持している一方で、「男の子も女の子も職業人として経済的に自立できるよう

に育てる」「男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除などの仕方を身につけさせる」といった、

性別に関係なく育てる考え方にはそれぞれ８割以上が肯定的に捉えています。 

● 前回調査と比較すると、「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる」という考え方を

支持している割合は 8.2％上がっています。 

 

 

【子どもの育て方】 

【子どもの育て方（H21 年調査）】 

30.4 

58.8 

55.2 

47.7 

27.9 

27.5 

31.7 

26.3 

14.0 

2.5 

2.3 

6.5 

6.0 

0.2 

0.6 

2.5 

21.5 

10.8 

9.8 

16.5 

0.2 

0.2 

0.4 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア.男の子は男らしく、

女の子は女らしく育てる

イ.男の子も女の子も職業人と

して経済的に自立できるよう

に育てる

ウ.男の子も女の子も炊事、洗

濯、掃除などの仕方を身につ

けさせる

エ.男の子らしく、女の子らしく

ではなく、個性に合った育て方

をする

H21 年全体（N=480） そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答
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36.5 

33.6 

39.1 

30.0 

34.2 

26.8 

11.9 

9.6 

13.8 

8.5 

11.6 

5.1 

11.6 

10.3 

13.0 

1.4 

0.7 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

56.0 

61.0 

50.0 

28.7 

30.8 

28.3 

4.1 

2.1 

5.1 

1.0 

0.7 

1.4 

9.9 

5.5 

14.5 

0.3 

0.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

 ア．男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男の子は男らしく、女の子は女らしく育てるという考え方についてたずねたところ、「そ

う思う」（36.5％）の割合が最も高く、次いで「どちらかといえばそう思う」（30.0％）、

「どちらかといえばそう思わない」（11.9％）となっています。 

 

 イ．男の子も女の子も職業人として経済的に自立できるように育てる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男の子も女の子も職業人として経済的に自立できるように育てるという考え方について

たずねたところ、「そう思う」（56.0％）と回答した割合が半数を占めています。次いで

「どちらかといえばそう思う」（28.7％）となっています。 

【ア．男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる/性別】 

【イ．男の子も女の子も経済的に自立できるように育てる/性別】 

性 

別 
性 

別
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52.2 

61.0 

42.8 

32.8 

30.1 

37.0 

5.5 

4.1 

5.8 

1.4 

0.7 

2.2 

6.8 

3.4 

10.1 

1.4 

0.7 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

41.0 

47.3 

34.1 

27.0 

26.7 

28.3 

11.9 

11.0 

11.6 

3.4 

3.4 

3.6 

15.4 

11.0 

20.3 

1.4 

0.7 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

そう思う どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない わからない -無回答

 ウ．男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除などの仕方を身につけさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除などの仕方を身につけさせるという考え方について

たずねたところ、「そう思う」（52.2％）の割合が最も高く、次いで「どちらかといえば

そう思う」（32.8％）となっています。 

 

 エ．男の子らしく、女の子らしくではなく、個性に合った育て方をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男の子らしく、女の子らしくではなく、個性に合った育て方をするという考え方につい

てたずねたところ、「そう思う」（41.0％）の割合が最も高く、次いで「どちらかといえ

ばそう思う」（27.0％）、わからない（15.4％）となっています。 

【ウ．男の子も女の子も炊事、洗濯、掃除などの仕方を身につけさせる/性別】 

【エ．個性に合った育て方をする/性別】 

性 

別 

性 
別
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６．防災の分野における男女共同参画について           

 問８．防災・復興計画全体に男女共同参画の視点と女性の参画を入れることが重要といわれて

います。東日本大震災や熊本でも水害などが発生し、多くの方々が被災しました。防

災・復興の面で、あなたは性別や年齢、障がいなどによってどのような配慮や支援が

必要だと思いますか。（自由回答） 

【女子】 

 障がい者や障がいのある人は防災としてできるだけひなん場所に近いところで生活させる。 

 高齢者、障害者を優先的に救助するべき。 

 小さい子供やお年寄りを支える。 

 その人のことを理解する。 

 男女とも協力しあって何事にもくじけず仕事をやりとげること。 

 もう少し協力する場面があってもよかったと思う。 

 流された教科書を弁償してもらう。 

 食べ物、家、水を確実に確保してほしい。 

 壊れたものを作り直す為の資金。 

 使えなくなった生活用品や食料を支援してくれれば助かると思う。 

 東日本大震災などへの支援をもっと身近なものにする。 

 一人一人に応じた事を行う。 

 女性とおじいちゃんおばあちゃんと障害の持っている人を優先する。 

 ごみを拾いやボランティアをすることが必要だと思う。 

 募金活動をもっとすると良い。 

 もっと防火水槽などを多くつくり地域ごとに防災訓練を増やす。 

 地域の人に逃げる場所などを呼びかけたらいい。 

 高い所への避難指示や「海抜０メートル」の表示等をしっかり整備した方が良いと思います。

障害者や妊婦、小さな子供のためのバリアフリー対策も充実させる必要があると思う。 

 もっとスロープを増やす。 

 差別しないで仲間を作ることを一番に考え、女の人やお年より、障がいのある人を助ける事

が必要です。 

 人によって態度変えないようにする。 

 施設や家などをユニバーサルデザインにし避難しやすくなる。 

 避難する際に車いすや障がいのある人がスムーズにできるような配慮がいると思います。 

 女性は月に一度の一週間ぐらい続く女性の日のようなものがあるので、そのためのナプキン

などをあげたりする支援が必要だと思います。 

 余計なことに税金を使うんじゃなくて効率よく使えるようにする。 

 実際に被災した人に直接聞いた方が良いと思う。実現の可能性が少ないなら聞かない方が良い。 

 デイサービスなどを増やす。 

 障がいがある人は、命に関わることもあるから、怪我が少ない人よりも先に、治療する。 

 平等に、差別のないように助け合うことが必要である。 

 お年寄りを避難場所から近いところに住まわせる。子どもや若い人には、動けるように日々

呼びかける。 

 車いすがあること、水があること、米があること。 
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 バリアフリーにしていくようにする。 

 避難場所で、広いところに皆で居るより、小さく区別して、各家庭などでいれるほうがいい

と思う。 

 もっといろんな人たちが協力し合えるようにしたほうがいい。 

 男性は、年齢や障がい者を助け、女性は自力で逃げること。 

 １人１人に合った支援が必要だと思う。 

 体に障害のある方でも使いやすいように、避難場所の改善する。 

 年寄りは若い人よりも過ごしやすい環境がいいと思う。 

 お年寄りの方や妊婦さんの方などを助けられるようにするべき。 

 高齢者や障がいを持っている方は、災害が起きそうなところには住ませないで、避難所に近

いとこに住ませる。 

 お年寄りや赤ちゃんを大切にする。 

 もう少し安いお金で、高齢者が施設に入ることができれば、何かあった時に高齢者を守りな

がら避難することができると思います。 

 男は力があるからといって力仕事をさせてはならないと思う。中には、非力な男もいるし、

とても力のある女もいる。 

 障がいのある方や小さい子ども、高齢者の居る家庭にハザードマップなどを渡しておく。 

 高齢者や障がいのある人などは、いつも誰かと一緒に行動する。 

 赤ちゃんの部屋を作ってそこに赤ちゃんのいるたくさんの親が来られるようにし、老人ホー

ムなどもそれぞれのところに何ヶ所か設置する。 

 壊れている横断歩道の押しボタンを直すべきだと思う。 

 避難場所を障がいを持つ方や、老人の方などが住む地域に作る。 

 高齢者が多いので、高齢者でもすぐに避難できるように建物を作り、妊婦さんや子どもを優

先的に避難するのが大切だと思います。 

 住民票を見て、高齢の方や障がい者がいる所を先に救助しに行ったりする。若い人も助けな

くてはいけないが、逃げ遅れたりする人が多いのは、高齢の方が多いと思うから。女性に必

要な物を配慮してほしい。（生理用品等） 

 皆が過ごしやすい環境づくりや、みんなで楽しめることをする。 

 若い人たちには、勉強道具など。 

【男子】 

 食糧の配布、防災マップ。 

 お互いに助け合う事。 

 全員が参加するボランティア活動。 

 すべて平等にする。 

 年寄りに楽な生活を。 

 プロに聞いた方がいいと思う。 

 復興の面で性別とか関係なく出来る事から少しずつすればいいと思う。 

 ちゃんとした避難施設を作るべき。 

 なるべく避難経路を安全にする。 

 子供や高齢者などを優先させた方がいい。 

 避難用の施設や地図などを分かり易い場所に立てておく。 

 お金が必要だと思う。 
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61.1

63.7

60.1

30.0

30.1

29.0

8.9

6.2

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子

(n=146)

男子
(n=138)

性
別

参加したことがある 参加したことはない -無回答

 無くなったものの弁償、生活ができる分の補助。 

 男女関係なく幅広い仕事につけるようにする。 

 男女関係なく偏見を捨てることが重要。 

 男女関係なく全員が防災復興について真剣に考える。 

 階段だと足が不自由な時上がれない為、スロープにしてほしい。 

 お年寄りの方にはケータイを持たせいつでも電話をできるようにＧＰＳをつけたりする。電源

が切れたら家族に連絡がいくなど家族に安心感を持たせ、お年寄りも安心できるようにする。 

 高齢者にも使いやすい分かりやすいものにする。例えば、多目的トイレなどのように様々な

1人ずつできるようにしてあるものをつくる。看板の文字を大きくする 

 年齢的に考えて、まず子どもを優先させて大人はその次にする。 

 自分の個性に合う場所、障がい者の方々が、障がいを持っていない人たちと仲よくできるよ

うな場所を増やしていったほうが良いと思う。 

 防災に関しては、地震に強い建物をつくり、もしものときにその建物に食料などを入れて備

える。復興に関しては、瓦礫の処理を素早くして、元通りにする。 

 老人ホーム、病院や独りで住んでいるご年配の方などを把握し、協力して助ける。 

 女の人を男の人が助けたりするのはいいと思うけれど、女の人が力の差があることをいいこ

とに、男を使ったり、言い訳にして、何もしなかったりする時があるから、そういったとこ

ろはいけないと思う。 

 その人にあったできるだけのことをする。 

 年配の方や障がい者の救出を優先して、社会的身分で決めない。 

 木庭坂の道路に関して、危ないので修理が必要だと思う。 

 

 問９．あなたは、ボランティアなどの活動に参加したことがありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ボランティアなどの活動への参加状況をたずねたところ、「参加したことがある」が

61.1％、「参加したことはない」が 30.0％と、参加したことのある人が多くなっていま

す。 

【ボランティアなどへの参加状況/性別】 

性 

別
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45.7

39.6

27.0

25.9

25.3

24.9

24.2

16.7

15.0

13.3

11.9

9.6

1.4

20.5

4.8

56.8

47.9

31.5

29.5

21.2

25.3

31.5

18.5

17.8

16.4

12.3

10.3

0.0

13.7

3.4

33.3

30.4

23.2

22.5

26.8

26.1

17.4

13.8

11.6

10.1

10.9

9.4

2.9

27.5

6.5

0 10 20 30 40 50 60 70

高齢者、障がい者、外国人等が安心して

暮らせるユニバーサルデザインなどの環境整備

仕事と家庭・地域生活を両立できるための支援

性暴力や性差別等に関する問題解決に向けた

取組みの充実

家庭生活・地域生活において男女が対等に

協力しあうような意識づくり

学校教育や社会教育の中で、男女平等や

男女共同参画を推進する教育、学習の充実

女性だけでなく、男性の意識も変える

取組みを積極的に進める

育児・介護休業制度の普及啓発を進め、

実際に取得できる環境整備

働く場での男女共同参画の推進のため

事業主（企業主）等への研修の実施

性別による固定的な役割分担意識を

是正するための啓発・広報

区長や地域自治会役員に女性を増やす

市の各種審議会の委員等、市の施策・

方針を決定する場に女性の参画を増やす

男女共同参画社会づくりを目指す

団体などとの協働の推進

その他

特にない

無回答

全体(N=293)

女子(n=146)

男子(n=138)

(%)

７．男女共同参画社会の推進について                 

 問 10．男女共同参画社会の実現のために、菊池市はどのようなことに力を入れていくべきだ

と考えますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 男女共同参画社会の実現のために菊池市が力を入れるべきことについてたずねたところ、

「高齢者、障がい者、外国人等が安心して暮らせるユニバーサルデザインなどの環境整

備」（45.7％）の割合が最も高くなっています。次いで「仕事と家庭・地域生活を両立で

きるための支援」（39.6％）、「性暴力や性差別等に関する問題解決に向けた取組みの充実」

（27.0％）と続いています。 

【男女共同参画社会の実現のために菊池市が力を入れるべきこと/性別】 
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15.7 

5.5 

54.3 

53.9

29.7

5.5

4.8

4.8

3.4

6.5

5.5

7.8

47.8

15.7 

9.6 

17.4 

17.1

18.4

12.3

13.0

12.6

12.3

21.8

13.0

9.9

16.4

65.5 

81.2 

25.6 

27.3

48.1

79.2

79.5

79.9

80.9

68.6

78.8

79.5

32.4

3.1 

3.8 

2.7 

1.7

3.8

3.1

2.7

2.7

3.4

3.1

2.7

2.7

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア.「男女共同参画社会基本法」

イ.「ジェンダー」

ウ.「ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ(DV)」

エ.「ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ」

オ.「デートＤＶ」

カ.「ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ」

キ.「菊池市男女共同参画推進条例」

ク.「菊池市男女共同参画計画」

ケ.「男女共同参画専門委員相談」

コ.「女性相談員」

サ.「ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ･ｱｸｼｮﾝ」

シ．「Ｍ字カーブ」

ス.「児童虐待・高齢者虐待」

全体（N=293） 知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 問 11．あなたは、以下の言葉について知っていましたか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「ドメスティック・バイオレンス（DV）」「セクシュアル・ハラスメント」「児童虐待・高

齢者虐待」「ﾃﾞｰﾄ DV」についての認知度は比較的高くなっています。 

● 前回調査と比較すると、用語によっては認知度の変化にばらつきがみられます。 

【男女共同参画用語の認知度】 

【男女共同参画用語の認知度（H21 年調査）】 

38.1 

3.5 

48.5 

72.5 

2.9 

1.0 

2.9 

1.3 

54.4 

43.3 

13.8 

27.3 

19.4 

19.6 

10.4 

13.8 

6.7 

27.7 

18.3 

82.1 

23.8 

8.1 

77.5 

88.5 

83.3 

92.1 

17.7 

0.2 

0.6 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「男女共同参画社会基本法」

「ジェンダー」

「ﾄﾞﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ(DV)・ﾃﾞｰﾄDV」

「ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ」

「ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ」

「菊池市男女共同参画推進条例」

「菊池市男女共同参画計画」

「男女共同参画専門委員相談

（旧男女共同参画苦情相談）」

「児童虐待・高齢者虐待」

H21年全体（N=480） 知っている 聞いたことがある 知らない -無回答
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15.7 

19.9 

11.6 

15.7 

14.4 

17.4 

65.5 

65.1 

65.2 

3.1 

0.7 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

5.5 

6.8 

3.6 

9.6 

6.8 

12.3 

81.2 

84.9 

77.5 

3.8 

1.4 

6.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

54.3 

60.3 

48.6 

17.4 

17.1 

18.1 

25.6 

20.5 

29.7 

2.7 

2.1 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 ア．「男女共同参画社会基本法」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「男女共同参画社会基本法」については、「知らない」（65.5％）の割合が最も高く、次

いで「知っている」「聞いたことがある」（15.7％）となっています。 

 イ．「ジェンダー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「ジェンダー」については、「知らない」と回答した割合が 81.2％を占めています。次

いで「聞いたことがある」（9.6％）、「知っている」（5.5％）となっています。 

 ウ．「ドメスティック・バイオレンス（DV）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 「ドメスティック・バイオレンス（DV）」については、「知っている」（54.3％）の割合が

最も高く、次いで「知らない」（25.6％）、「聞いたことがある」（17.4％）となっていま

す。 

【ア．「男女共同参画社会基本法」/性別】 

【イ．「ジェンダー」/性別】 

【ウ．「ドメスティック・バイオレンス（DV）」/性別】 

性 

別 

性 

別

性 

別



75 

 

53.9

61.0

46.4

17.1

15.1

19.6

27.3

24.0

30.4

1.7

0.0

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

29.7

37.0

22.5

18.4

15.1

22.5

48.1

45.9

49.3

3.8

2.1

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

5.5

5.5

5.8

12.3

8.9

16.7

79.2

83.6

73.2

3.1

2.1

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 エ．「セクシュアル・ハラスメント」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「セクシュアル・ハラスメント」については、「知っている」（53.9％）の割合が最も高

く、次いで「知らない」（27.3％）、「聞いたことがある」（17.1％）となっています。 

 オ．「デート DV」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「デート DV」については、「知らない」（48.1％）の割合が最も高く、次いで「知ってい

る」（29.7％）、「聞いたことがある」（18.4％）となっています。 

● 男女別にみると、「知っている」の割合が女子（37.0％）に比べて男子（22.5％）の方が

低くなっています。 

 カ．「ワーク・ライフ・バランス」 

  

 

 

 

 

 

 

 

● 「ワーク・ライフ・バランス」については、「知らない」が 79.2％を占めています。次

いで「聞いたことがある」（12.3％）、「知っている」（5.5％）となっています。 

【エ．「セクシュアル・ハラスメント」/性別】 

【オ．「デート DV」/性別】 

【カ．「ワーク・ライフ・バランス」/性別】 

性 

別 

性 

別

性 

別



76 

 

4.8

6.2

3.6

13.0

8.9

16.7

79.5

84.2

74.6

2.7

0.7

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

4.8

4.8

4.3

12.6

11.0

14.5

79.9

83.6

76.1

2.7

0.7

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

3.4

2.7

4.3

12.3

10.3

13.8

80.9

85.6

76.1

3.4

1.4

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 キ．「菊池市男女共同参画推進条例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「菊池市男女共同参画推進条例」については、「知らない」が 79.5％を占めています。

次いで「聞いたことがある」（13.0％）、「知っている」（4.8％）となっています。 

 ク．「菊池市男女共同参画計画」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「菊池市男女共同参画計画」については、「知らない」が79.9％を占めています。次いで

「聞いたことがある」（12.6％）、「知っている」（4.8％）となっています。 

 ケ．「男女共同参画専門委員相談（菊池市設置）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「男女共同参画専門委員相談（菊池市設置）」については、「知らない」が 80.9％を占めて

います。次いで「聞いたことがある」（12.3％）、「知っている」（3.4％）となっています。 

【キ．「菊池市男女共同参画推進条例」/性別】 

【ク．「菊池市男女共同参画計画」/性別】 

【ケ．「男女共同参画専門委員相談（菊池市設置）」/性別】 

性 

別 

性 

別

性 

別
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6.5

6.8

6.5

21.8

27.4

16.7

68.6

64.4

71.7

3.1

1.4

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

5.5

4.8

6.5

13.0

11.0

15.2

78.8

83.6

73.2

2.7

0.7

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

7.8

7.5

8.0

9.9

8.2

11.6

79.5

83.6

75.4

2.7

0.7

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 コ．「女性相談員（菊池市設置）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「女性相談員（菊池市設置）」については、「知らない」が 68.6％を占めています。次い

で「聞いたことがある」（21.8％）、「知っている」（6.5％）となっています。 

 サ．「ポジティブ・アクション」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「ポジティブ・アクション」については、「知らない」が 78.8％を占めています。次い

で「聞いたことがある」（13.0％）、「知っている」（5.5％）となっています。 

 シ．「Ｍ字カーブ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「Ｍ字カーブ」については、「知らない」が 79.5％を占めています。次いで「聞いたこ

とがある」（9.9％）、「知っている」（7.8％）となっています。 

 

【コ．「女性相談員（菊池市設置）」/性別】 

【サ．「ポジティブ・アクション」/性別】 

【シ．「M 字カーブ」/性別】 

性 

別 

性 

別

性 

別
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47.8

58.2

37.0

16.4

15.8

18.1

32.4

22.6

41.3

3.4

3.4

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体
(N=293)

女子
(n=146)

男子
(n=138)

性
別

知っている 聞いたことがある 知らない -無回答

 ス．「児童虐待・高齢者虐待」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 児童虐待・高齢者虐待については、「知っている」（47.8％）の割合が最も高く、次いで

「知らない」（32.4％）、「聞いたことがある」（16.4％）となっています。 

● 男女別で比較すると、「知っている」の割合が男子（37.0％）と比べて女子（58.2％）の

方が高くなっています。 

 

 問 12．自由回答 

自由意見については、35 名（女子 21 名、男子 14 名）の貴重な意見を頂きました。意見の

内容は以下の通りです。 

【女子】 

 全てを平等になんて不可能ですから、平等を押し付けるのではなく色々なタイプの人に合わ

せた対策をとったらどうでしょう。 

 東北の復興早くできるといいです。 

 問 2 であらためて男女について深く考えることができたと思う。東日本大震災では、水をは

じめ確保できていなかったのでそこをこれから考えてほしい。 

 言葉の意味を 1 ページにまとめると分かりづらくなるので各ページにごとに言葉の意味をの

せるといいと思います。 

 男女平等ならそれでいいと思います。 

 中学生では政策決定についての質問とかはいらないと思う。 

 ニュースとかで、色々な市の人たちが言っていたりするのを見たことがあるけど、もっと市

民の人たちに訴えかけてほしいです。今何に取り組んでいるのか、具体的に市長などの方か

ら言ってくれたらうれしいです。 

 もっと女性の働くところを増やしてほしい。 

 町に缶などのゴミがあるからとってほしい。 

 私は中学の２年間を沖縄で過ごし最近転校してきたばかりなのでこのアンケートを読んでい

てあやふやな箇所もありました。ですが女社会の沖縄と比べても菊池市は男女関係なく温か

い方々ばかりで、昔ながらの顔見知り同士で助け合って生活しているという印象がすごく強

いと感じました。クラス内でも男女共に仲が良いのでそこにいるだけで和みます。ここに来

てよかったです。 

 菊池市をより良くするために良い調査だと思う。 

【ス．「児童虐待・高齢者虐待」/性別】 

性 

別 
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 男女の差別がなくなれば、もっとお互いの気持ちが分かり合えると思います。 

 働く女性は働きたいから働く人もいれば子育てにお金がかかるが、旦那さんの収入が少ない

からとも働きになってしまう人もいる。だからそうところも考えてほしい。 

 内容が難しかったです。 

 知らない言葉が多くて分らなかった。 

 漢字が多すぎて読めません。 

 分からない事が沢山あるので少しでも分かっていきたいです。 

 よく男女の関係について改めることが書いてあり、自分も共感できることがあったので、考

えられることができました。 

 高校生ぐらいまで病院無料にしてほしい。 

 もっと外国人のことについても触れてください。 

 全員が住みやすい市にしていってほしい。 

 

【男子】 

 少子高齢化が進む社会なので男と女の出会いがあって子づくりをしたらいいと思った。 

 女性差別だけでなく男性差別のことも考えてほしい。 

 男子も女子もみんな平等が良い。 

 難しかったが将来を考えるいい時間となった。 

 もっと知っていこうと思いました。 

 難しいので、もう少しわかりやすくした方がいいと思う。 

 今までの考えを捨て、新たに最初からスタートするのが良いと思う。すると、今までと違っ

た意見や考えなどが出てくると思う。政治については、もっと女性議員を増やして女性から

の意見を聞いてみるのも良いと思う。 

 こういったアンケートは大切だと思う。 

 子どもになんでこんな難しいアンケートをするのかわからない。 

 女性も活躍できるような場を増やせば男女共同参画ができてくると思う。 

 男女で、どちらかが自分が上だと思ってしまうと、差別につながってしまう。 

 女性が、育児をうまくやっていけないのは、金がなかったり、肉体的にもきつく、精神的に

も、相当な重荷がかかるからだと思う。だから、子どもを育てている母に対して支援金が、

必要だと思う。 

 「男は仕事、女は家庭」という固定観念を捨てて、男女平等の意識を持つ。 

 男女が平等に暮らして働けるということは、とても大切だと思った。 
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Ⅴ．資料編 

 １．調査票                         

１．一般市民 
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２．中学生
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 ２．用語解説                        

あ Ｍ字カーブ 日本の女性の労働力率を年齢階級別にグラフ化したとき、30 歳代を谷
とし、20 歳代後半と 40 歳代後半が山になるアルファベットの Mのよう
な形になることをいう。これは、結婚や出産を機に労働市場から退出す
る女性が多く、子育てが一段落すると再び労働市場に参入するという特
徴があるためである。 

か 菊池市男女共同参画推進条例 男女共同参画社会の形成に関し、基本理念を定め、市、市民及び事業
所の責務を明らかにするとともに、男女共同参画社会の形成の促進に関
する施策について、基本となる事項を定めることにより、総合的計画的
に推進することを目的として制定されている。 

菊池市男女共同参画計画 菊池市では「男女共同参画社会」の実現に向け、男女共同参画行政の
総合化、効率化を図るため、計画の目標や理念を明示し、具体的に施策
の方向や内容を提示するため菊池市男共同参画計画を策定している。 

高齢者虐待 家庭内や施設内での高齢者に対する虐待行為で、身体的、性的な暴力・
心理的暴力・介護や世話の放棄などである。 

さ ジェンダー 「社会的・文化的に形成された性別」のことである。人間には生まれ
ついての生物学的性別がある。一方、社会通念や慣習の中には、社会に
よって作り上げられた「男性像」「女性像」があり、このような男性、
女性の別をジェンダーという。 

女性相談員 法律上は婦人相談員の呼称で、売春防止法及びＤＶ防止法を根拠法と
する婦人保護事業の三本柱（婦人相談所・婦人保護施設・婦人相談員）
と位置づけられている。啓発活動、被害女性への支援・権利擁護活動、
女子の生き辛さへの総合支援活動を役割としている。 

セクシュアル・ハラスメント 継続的な人間関係において、優位な力関係を背景に、相手の意思に反
して行われる性的な言動である。 

た 第 3次男女共同参画基本計画 政府の定める男女共同参画社会の形成の促進に関する基本的な計画で
ある。男女共同参画社会基本法第 13 条により、男女共同参画社会の形成
の促進に関する施策の総合的な推進を図るために政府が定めなければな
らないとされており、現行の計画は平成 22 年 12 月 17 日に閣議決定され
ている。 

男女共同参画社会基本法 男女共同参画社会の形成に関し、基本理念を定め、並びに国、地方公
共団体及び国民の責務を明らかにするとともに、男女共同参画社会の形
成の促進に関する施策の基本となる事項を定めることにより、男女共同
参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進することを目的として、平成
11 年 6 月 23 日法律第 78 号として、公布、施行された。 

男女共同参画専門委員相談 男女共同参画の取り組みや、推進に影響を及ぼすと思われることに関し
ての相談や苦情、あるいはセクシュアル･ハラスメントなどの人権侵害に
対する相談や苦情などに対して、専門の委員が相談に応じている。 

デートＤＶ 交際相手からの暴力。 

ドメスティック･バイオレンス 
（ＤＶ） 

“家庭内暴力”と直訳され、一般には「配偶者や恋人など親密な関係
にある、又はあったものからの暴力」を言う。暴力の形態は、身体的・
精神的・経済的・性的・暴力、社会的隔離等で、犯罪を含む重大な人権
侵害として、社会全体の理解･支援が求められている。 

は ポジティブ・アクション 様々な分野において、活動に参画する機会の男女間の格差を改善する
ため、必要な範囲内において、男女のいずれか一方に対し、活動に参画
する機会を積極的に提供するものであり、個々の状況に応じて実施して
いくものである。 

わ ワーク・ライフ・バランス 国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任
を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高年
期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できること
である。 



102 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊 池 市  
男 女 共 同 参 画 に 関 す る  

市 民 意 識 調 査 結 果 報 告 書  

平成 26 年 12 月 

      

編集・発行 菊池市総務部男女共同参画推進課 

〒861-1392 熊本県菊池市隈府 888 番地 

Tel. 0968-25-7210 / FAX. 0968-25-5720 

      

 


